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第 1 章 調査の概要  

 

１. 調査目的 

県内の景気動向判断並びに効果的な施策実施にあたっての基礎資料とするため、県内企

業の動向を調査し、景気動向や業況、雇用状況等の的確な把握、及び企業側の問題点を把

握することを目的として実施した。 

 

２. 調査項目 

１．回答企業について  

２．製品・サービスについて  

３．操業環境について  

４．経営戦略等について 

５．海外展開の取組について  

６．産学官連携等外部連携の取組について 

７．人材の確保について 

８．地域資源を活用した事業展開について 

９．行政に対する意見や要望  

１０．企業倒産動向による分析  

 

３. 調査対象の抽出 

三重県内の事業所 5,000 件を、三重県が保持しているデータより抽出。 

 

４. 調査方法 

郵送調査。 

 

５. 有効回答件数・回答率 

発送件数 回答件数 回答率 

5,000 件 1,357 件 27.1％ 

 

６. 調査期間 

2015 年 5 月 15 日～6 月 4 日 
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７. 調査実施機関 

株式会社 東京商工リサーチ津支店、本社市場調査部  

 

８. 注意事項 

○図表中の「ｎ」（Number of cases の略）は、設問に対する回答者の総数を示しており、

回答者の構成比（％）を算出するための基数である。 

○図表中の構成比は、小数点第２位以下を四捨五入している。 

○複数回答の設問は、回答が２つ以上ありうるので、合計は 100％を超えることもある。 

○集計表の上段の数字は回答者の件数、下段の数字は構成比（百分率）である。 

○各設問の集計は、無回答を除いて集計している。 

○集計の際、市町村を下記の９地域に区分している。 

地域名  対象市町  地域名  対象市町  

津  

四日市  

松阪  

伊勢  

 

桑名  

津市  

四日市市・菰野町・朝日町・川越町  

松阪市・多気町・明和町・大台町  

伊勢市・鳥羽市・志摩市・玉城町・ 

南伊勢町・度会町・大紀町  

桑名市・いなべ市・木曽岬町・東員

町  

鈴鹿  

伊賀  

尾鷲  

熊野  

鈴鹿市・亀山市  

伊賀市・名張市  

尾鷲市・紀北町  

熊野市・御浜町・紀宝町  

○回答件数が 5 件未満の場合はコメントで触れない。 

○ランキング表は同率のものも含めて上位 5 項目までをピックアップする（例１）。また、

同率の項目が多く、5 項目以上となる場合は欄外に記載する（例２）。 

 

 例１）                 例２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第1位

人口集積等による市場規模や市場
の成長性 37.0

第2位

高速道路等広域交通体系や事業所
周辺の地域交通体系の整備 22.2

第3位
顧客（市場）との近接性

11.1

第4位

行政の企業誘致・産業振興・産学連
携等に関わる政策・取組 11.1

第5位
港湾機能・空港機能の整備

7.4

関連する企業・研究機関等との人的

ネットワークや信頼感

金融業、保険業

第1位

高速道路等広域交通体系や事業所
周辺の地域交通体系の整備 22.2

第2位

人口集積等による市場規模や市場
の成長性 22.2

第3位

地方自治体の誠意・熱意・積極性・

迅速性・信頼感 20.0

第4位
顧客（市場）との近接性

15.6

第5位

行政の企業誘致・産業振興・産学連
携等に関わる政策・取組 15.6

不動産業、物品賃貸業
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２. 製品・サービスについて 

（１）産業分類 

 回答企業をみると、三重県全体では、「サービス業」（22.9％）、「製造業」（22.4％）、「卸

売業、小売業」（18.4％）の順に多い。「サービス業」では「その他サービス業」（15.4％）、

「製造業」では「食料品製造業」（3.7％）が高い割合となっている。 

 地域別では、＜津＞＜尾鷲＞＜伊勢＞を除く全地域で「製造業」が最も多く、＜桑名＞

（32.9％）で最も割合が高い。＜四日市＞では、次いで「建設業」、＜松阪＞＜桑名＞＜鈴

鹿＞＜伊賀＞では「卸売業、小売業」が続いている。＜津＞＜尾鷲＞では「卸売業、小売

業」が最も多く、次いで「その他サービス業」（＜尾鷲＞は「その他サービス業」「製造業」

が同率）となっている。＜伊勢＞では「製造業」「卸売業、小売業」が同率で最多となって

おり、「宿泊業、飲食サービス業」の割合が他地域に比べ高い。 

 企業規模別では、＜大企業＞では「製造業」（63.8％）が半数を超え、うち「窯業・土石

製品製造業」「電気機械器具製造業」（いずれも 8.7％）、「化学工業」（7.2％）の割合が高

い。＜中小企業＞では「サービス業」（35.5％）、「卸売業、小売業」（22.0％）、「製造業」

（17.9％）の順に高く、＜小規模企業＞では「製造業」（22.0％）、「建設業」（20.5％）、「卸

売業、小売業」（16.7％）の順に高い。  

 設立年月別では、＜設立 2 年未満＞では「その他サービス業」（27.3％）の割合が最も

高い。＜設立 30 年以上＞については、「製造業」が最も高い割合となっている。  
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（％）

回答件数 計（件）

全体 津 四日市 松阪 伊勢 桑名 鈴鹿 伊賀 尾鷲 熊野 大企業
中小企

業

小規模

企業

設立2

年未満

設立2

年以上

10年未

満

設立10

年以上

30年未

満

設立30

年以上

50年未

満

設立50

年以上

100年

未満

設立

100年

以上

業種名 1,309 220 290 164 190 140 135 107 37 23 69 569 605 11 99 436 366 271 29

食料品製造業 3 7 3 2 3 8 3 7 4 7 4 3 1 5 2 8 8 1 4 3 1 4 3 3 4 1 0 0 4 0 2 8 5 2 3 7 0 0

飲料・たばこ・飼料製造業 0 5 0 0 0 7 0 6 0 5 0 7 0 7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 8 0 0 3 0 0 2 0 0 0 4 0 0

繊維工業
0.7 0.0 0.7 0.6 0.0 1.4 2.2 0.9 0.0 0.0 1.4 0.2 1 2 0.0 0.0 0.5 1.1 0.7 3.4

木材・木製品製造業（家具を除く） 1.2 0.0 0.7 3.0 0.5 0.0 1.5 1.9 2.7 13.0 0.0 0.4 2.1 9.1 1.0 0.5 0.5 2.2 10.3

家具・装備品製造業
0.2 0.5 0.0 1.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 0.0 0.0 0.0 0.3 0.4 0.0

パルプ・紙・紙加工品製造業 0 5 0 9 0 3 0 6 0 0 0 7 0 7 0 0 0 0 4 3 1 4 0 5 0 5 0 0 1 0 0 2 0 5 0 7 3 4

印刷・同関連業
0 6 0 0 1 0 0 6 0 5 1 4 0 7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9 0 5 0 0 0 0 0 0 0 8 1 1 3 4

化学工業
0 9 0 9 1 4 0 6 1 1 0 0 0 7 1 9 0 0 0 0 7 2 0 5 0 7 0 0 0 0 0 7 0 3 2 6 3 4

石油製品・石炭製品製造業
0 2 0 0 0 3 0 0 0 5 0 0 0 7 0 0 0 0 0 0 1 4 0 0 0 3 0 0 1 0 0 2 0 3 0 0 0 0

プラスチック製品製造業
0 8 0 0 1 4 1 2 0 5 0 0 1 5 0 9 0 0 0 0 1 4 0 9 0 7 0 0 3 0 0 2 1 1 0 4 3 4

ゴム製品製造業 0 4 0 9 0 0 0 0 1 1 0 7 0 0 0 0 0 0 0 0 4 3 0 2 0 2 0 0 0 0 0 2 0 0 1 5 0 0

なめし革・同製品・毛皮製造業 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

窯業・土石製品製造業
1.2 1.4 1.4 0.0 0.0 2.1 0.7 3.7 0.0 4.3 8.7 0.5 1 2 0.0 1.0 1.1 1.1 1.8 3.4

鉄鋼業 0.5 0.0 0.0 1.2 0.0 0.7 1.5 0.9 0.0 0.0 0.0 0.4 0.7 0.0 0.0 0.0 1.1 0.7 0.0

非鉄金属製造業 0 8 0 9 0 7 0 0 0 0 2 9 2 2 0 0 0 0 0 0 5 8 0 4 0 8 0 0 1 0 0 9 0 8 0 4 6 9

金属製品製造業 2 1 1 4 2 8 1 8 0 5 7 9 0 7 0 0 2 7 0 0 2 9 1 8 2 0 0 0 0 0 1 4 2 5 3 3 0 0

はん用機械器具製造業 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 1 4 0 7 0 0 0 0 0 0 1 4 0 0 0 3 0 0 0 0 0 2 0 3 0 4 0 0

生産用機械器具製造業 1 2 0 5 2 1 0 6 1 1 2 9 1 5 0 0 0 0 0 0 2 9 1 4 0 8 0 0 2 0 1 1 1 1 1 5 0 0

業務用機械器具製造業 0 3 0 0 1 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 0 3 0 0 0 0 0 2 0 3 0 7 0 0

電子部品・デバイス・電子回路製造業
0.6 0.0 0.3 2.4 0.5 1.4 0.0 0.0 0.0 0.0 2.9 1.1 0.0 9.1 0.0 0.7 0.8 0.0 3.4

電気機械器具製造業 1.4 0.9 1.7 0.6 3.2 0.0 1.5 0.9 0.0 4.3 8.7 0.9 0.8 0.0 1.0 0.2 1.6 3.0 0.0

情報通信機械器具製造業 0.3 0.0 0.3 0.6 0.5 0.0 0.7 0.0 0.0 0.0 2.9 0.2 0 2 0.0 0.0 0.2 0.3 0.7 0.0

輸送用機械器具製造業 1.5 1.8 1.0 1.2 0.5 2.1 3.0 1.9 0.0 0.0 4.3 1.4 1 2 0.0 2.0 1.8 0.3 2.2 0.0

その他の製造業 2 5 1 8 3 8 0 6 2 6 2 1 1 5 4 7 2 7 0 0 4 3 1 9 2 3 0 0 2 0 2 1 1 9 3 7 3 4

農業、林業、漁業 0 8 0 9 0 3 1 8 1 6 0 0 0 0 0 0 2 7 4 3 0 0 0 7 1 2 0 0 2 0 1 1 0 8 0 0 0 0

鉱業、採石業、砂利採取業 0 5 0 0 0 0 1 2 0 0 0 7 0 0 1 9 2 7 0 0 0 0 0 5 0 5 0 0 0 0 0 5 0 8 0 4 0 0

建設業
11 8 9 5 15 9 11 6 12 1 7 9 10 4 10 3 10 8 17 4 0 0 3 9 20 5 9 1 5 1 14 0 12 6 10 3 6 9

電気・ガス・熱供給・水道業 1 1 0 9 2 4 0 0 0 0 0 0 2 2 1 9 2 7 0 0 0 0 0 5 1 8 0 0 3 0 1 6 0 8 0 0 0 0

情報通信業 0.5 0.5 0.7 0.6 0.5 0.0 0.7 0.9 0.0 0.0 0.0 0.4 0.8 0.0 1.0 0.9 0.5 0.0 0.0

運輸業、郵便業
2.9 3.2 4.1 3.0 0.0 1.4 3.0 4.7 2.7 4.3 0.0 3.5 2.5 0.0 0.0 2.8 4.9 1.8 0.0

卸売業、小売業 18.4 18.6 15.5 20.7 18.4 21.4 18.5 18.7 27.0 4.3 8.7 22.0 16.7 18.2 10.1 13.5 19.1 27.3 27.6

金融業、保険業 2 4 5 5 3 1 3 0 0 0 1 4 1 5 0 9 0 0 0 0 7 2 2 5 1 8 9 1 3 0 1 8 2 2 3 0 0 0

不動産業、物品賃貸業
4 4 5 9 4 1 3 7 5 3 2 9 4 4 4 7 2 7 4 3 1 4 1 4 7 6 0 0 3 0 3 7 7 4 3 0 3 4

教育、学習支援業 1 7 2 3 1 7 0 6 1 6 2 1 2 2 0 9 2 7 0 0 1 4 1 4 1 5 0 0 1 0 1 4 1 6 2 2 3 4

医療、福祉 10 2 14 5 6 2 10 4 8 9 7 1 10 4 16 8 8 1 21 7 0 0 10 5 11 7 9 1 20 2 18 3 4 6 2 6 3 4

宿泊業、飲食サービス業 5 4 4 1 3 8 3 0 13 7 2 9 5 2 5 6 2 7 8 7 7 2 9 5 1 3 9 1 9 1 4 8 3 6 7 0 6 9

生活関連サービス業、娯楽業
2 1 2 3 0 7 3 0 2 1 4 3 3 0 0 0 2 7 0 0 0 0 3 3 1 0 0 0 2 0 1 8 2 7 1 8 0 0

その他サービス業 15.4 16.8 15.5 15.9 17.4 15.0 14.1 12.1 16 2 4.3 10.1 22.7 9.1 27.3 18.2 18.1 16.1 8.5 3.4

地域別 企業規模別 業歴別
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（２）市場占有率 

【①国内】 

主力製品・サービスの国内での市場占有率（国内での売上割合）が「80％以上」と回答

した企業は、全体で 63.8％を占めている。産業別では＜製造業＞で 44.6％、＜建設業＞で

84.4％、＜卸売業、小売業＞で 64.6％、＜サービス業＞で 72.5％となっている。  

 

 

 

【②世界】 

主力製品・サービスの世界での市場占有率（世界での売上割合）については「10％未満」

と回答した企業が最も多く、全体で 90.9％を占めている。産業別では、＜製造業＞で「10％

以上 30％未満」が 12.0％と比較的高くなっている。  

 

 

 

 

 

 

回答件数 計

（件）
10％未満

10％以上30％未

満

30％以上50％未

満

50％以上80％未

満
80％以上

平均値

（％）

全体 279 18.3 8.2 5.4 4.3 63.8 69.5

製造業 92 12.0 21.7 14.1 7.6 44.6 57.9

農業、林業、漁業 3 33.3 0.0 0.0 0.0 66.7 56.7

鉱業、採石業、砂利採取業 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

建設業 45 11.1 2.2 0.0 2.2 84.4 86.0

電気・ガス・熱供給・水道業 3 33.3 0.0 0.0 0.0 66.7 66.7

情報通信業 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

運輸業、郵便業 8 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

卸売業、小売業 48 29.2 2.1 2.1 2.1 64.6 67.1

金融業、保険業 2 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

不動産業、物品賃貸業 14 14.3 0.0 0.0 0.0 85.7 85.7

教育、学習支援業 4 50.0 0.0 0.0 0.0 50.0 50.1

医療、福祉 9 66.7 0.0 0.0 0.0 33.3 33.3

サービス業 51 17.6 2.0 2.0 5.9 72.5 76.5

産

業

別

回答件数 計

（件）
10％未満

10％以上30％未

満

30％以上50％未

満

50％以上80％未

満
80％以上

平均値

（％）

全体 143 90.9 4.9 2.1 1.4 0.7 3.6

製造業 50 80.0 12.0 4.0 4.0 0.0 7.4

農業、林業、漁業 2 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

鉱業、採石業、砂利採取業 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

建設業 22 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2

電気・ガス・熱供給・水道業 2 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

情報通信業 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

運輸業、郵便業 4 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

卸売業、小売業 20 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

金融業、保険業 2 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

不動産業、物品賃貸業 5 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

教育、学習支援業 2 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

医療、福祉 7 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

サービス業 27 88.9 3.7 3.7 0.0 3.7 5.2

産

業

別
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【2014 年】 

 

 

【今後 3 年間】 

 

回答件数 計

（件）
大幅な増加傾向 やや増加傾向 横ばい やや減少傾向 大幅な減少傾向

全体 946 5.6 28.9 32.2 22.9 10.4

製造業 237 10.1 34.6 27.4 20.7 7.2

農業、林業、漁業 7 0.0 42.9 14.3 28.6 14.3

鉱業、採石業、砂利採取業 4 0.0 25.0 50.0 25.0 0.0

建設業 120 7.5 30.0 32.5 17.5 12.5

電気・ガス・熱供給・水道業 11 18.2 36.4 9.1 18.2 18.2

情報通信業 4 0.0 50.0 25.0 25.0 0.0

運輸業、郵便業 27 3.7 37.0 25.9 22.2 11.1

卸売業、小売業 173 2.3 20.8 31.8 28.9 16.2

金融業、保険業 21 0.0 47.6 19.0 23.8 9.5

不動産業、物品賃貸業 42 4.8 16.7 47.6 14.3 16.7

教育、学習支援業 11 0.0 36.4 36.4 27.3 0.0

医療、福祉 77 1.3 19.5 42.9 27.3 9.1

サービス業 203 4.9 30.5 34.5 22.7 7.4

津 153 2.6 31.4 37.3 20.9 7.8

四日市 217 8.3 35.9 31.8 15.7 8.3

松阪 116 3.4 22.4 35.3 21.6 17.2

伊勢 144 6.9 19.4 31.3 27.1 15.3

桑名 102 2.9 41.2 24.5 24.5 6.9

鈴鹿 91 5.5 26.4 29.7 30.8 7.7

伊賀 86 5.8 22.1 36.0 24.4 11.6

尾鷲 24 8.3 20.8 29.2 37.5 4.2

熊野 12 16.7 25.0 25.0 25.0 8.3

大企業 55 7.3 40.0 27.3 18.2 7.3

中小企業 415 6.3 32.8 33.0 20.0 8.0

小規模企業 431 5.3 23.9 32.7 24.8 13.2

産

業

別

地

域

別

企

業

規

模

別

回答件数 計

（件）
大幅な増加傾向 やや増加傾向 横ばい やや減少傾向 大幅な減少傾向

全体 1040 2.5 26.1 35.8 27.8 7.9

製造業 254 5.1 33.1 32.7 21.3 7.9

農業、林業、漁業 8 12.5 50.0 25.0 12.5 0.0

鉱業、採石業、砂利採取業 6 0.0 33.3 33.3 33.3 0.0

建設業 126 3.2 21.4 36.5 30.2 8.7

電気・ガス・熱供給・水道業 11 0.0 36.4 27.3 27.3 9.1

情報通信業 6 0.0 16.7 50.0 16.7 16.7

運輸業、郵便業 34 0.0 29.4 44.1 17.6 8.8

卸売業、小売業 192 1.6 20.8 32.8 37.5 7.3

金融業、保険業 23 0.0 39.1 39.1 17.4 4.3

不動産業、物品賃貸業 46 0.0 8.7 50.0 30.4 10.9

教育、学習支援業 15 0.0 20.0 33.3 40.0 6.7

医療、福祉 85 0.0 10.6 38.8 41.2 9.4

サービス業 225 1.8 32.4 36.4 22.2 7.1

津 172 1.7 30.2 37.2 24.4 6.4

四日市 233 3.4 27.0 39.5 22.7 7.3

松阪 128 5.5 26.6 31.3 29.7 7.0

伊勢 154 1.9 21.4 31.2 36.4 9.1

桑名 115 1.7 27.8 40.0 19.1 11.3

鈴鹿 99 1.0 24.2 34.3 33.3 7.1

伊賀 95 2.1 25.3 34.7 30.5 7.4

尾鷲 27 0.0 29.6 25.9 44.4 0.0

熊野 15 0.0 6.7 53.3 20.0 20.0

大企業 59 6.8 45.8 25.4 20.3 1.7

中小企業 463 2.4 30.5 36.7 24.6 5.8

小規模企業 465 1.9 20.2 35.1 31.8 11.0

産

業

別

地

域

別

企

業

規

模

別
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【2014 年】 

 

 

【今後 3 年間】 

 

回答件数 計

（件）
大幅な増加傾向 やや増加傾向 横ばい やや減少傾向 大幅な減少傾向

全体 938 4.8 24.1 33.7 25.2 12.3

製造業 235 7.7 28.5 31.1 20.9 11.9

農業、林業、漁業 7 0.0 28.6 28.6 14.3 28.6

鉱業、採石業、砂利採取業 4 0.0 25.0 75.0 0.0 0.0

建設業 117 7.7 28.2 31.6 22.2 10.3

電気・ガス・熱供給・水道業 11 9.1 9.1 27.3 18.2 36.4

情報通信業 4 0.0 0.0 75.0 25.0 0.0

運輸業、郵便業 27 3.7 25.9 37.0 25.9 7.4

卸売業、小売業 172 1.7 16.9 33.1 34.3 14.0

金融業、保険業 23 4.3 47.8 26.1 13.0 8.7

不動産業、物品賃貸業 42 2.4 19.0 42.9 16.7 19.0

教育、学習支援業 11 0.0 36.4 45.5 18.2 0.0

医療、福祉 77 0.0 11.7 48.1 31.2 9.1

サービス業 200 5.5 26.5 30.0 26.0 12.0

津 152 2.6 23.0 40.8 22.4 11.2

四日市 212 5.7 32.1 28.8 21.7 11.8

松阪 118 2.5 16.1 40.7 21.2 19.5

伊勢 141 7.1 19.1 33.3 26.2 14.2

桑名 101 2.0 29.7 31.7 27.7 8.9

鈴鹿 91 8.8 22.0 26.4 35.2 7.7

伊賀 87 2.3 20.7 37.9 26.4 12.6

尾鷲 24 12.5 25.0 25.0 33.3 4.2

熊野 11 9.1 27.3 27.3 18.2 18.2

大企業 54 7.4 27.8 29.6 20.4 14.8

中小企業 412 5.8 26.7 31.8 25.0 10.7

小規模企業 428 4.0 21.0 36.4 24.8 13.8

産

業

別

地

域

別

企

業

規

模

別

回答件数 計

（件）
大幅な増加傾向 やや増加傾向 横ばい やや減少傾向 大幅な減少傾向

全体 1021 2.2 22.4 38.8 28.6 8.0

製造業 251 3.2 30.3 36.7 21.1 8.8

農業、林業、漁業 8 12.5 37.5 25.0 25.0 0.0

鉱業、採石業、砂利採取業 5 0.0 20.0 60.0 20.0 0.0

建設業 124 3.2 15.3 37.9 33.9 9.7

電気・ガス・熱供給・水道業 11 0.0 18.2 45.5 27.3 9.1

情報通信業 6 0.0 0.0 33.3 50.0 16.7

運輸業、郵便業 34 0.0 23.5 44.1 29.4 2.9

卸売業、小売業 189 1.1 18.5 35.4 37.6 7.4

金融業、保険業 24 0.0 33.3 41.7 20.8 4.2

不動産業、物品賃貸業 44 0.0 11.4 50.0 25.0 13.6

教育、学習支援業 13 0.0 23.1 38.5 38.5 0.0

医療、福祉 84 0.0 8.3 39.3 41.7 10.7

サービス業 220 2.7 27.7 40.9 22.7 5.9

津 168 1.8 24.4 41.7 25.6 6.5

四日市 230 3.5 25.2 39.6 24.3 7.4

松阪 125 0.8 26.4 37.6 26.4 8.8

伊勢 149 2.0 16.1 40.3 32.2 9.4

桑名 113 1.8 25.7 39.8 21.2 11.5

鈴鹿 96 1.0 19.8 36.5 35.4 7.3

伊賀 96 2.1 20.8 34.4 36.5 6.3

尾鷲 27 7.4 14.8 37.0 40.7 0.0

熊野 15 0.0 6.7 33.3 46.7 13.3

大企業 59 8.5 39.0 30.5 18.6 3.4

中小企業 456 2.4 26.1 38.8 27.0 5.7

小規模企業 455 0.9 17.8 38.7 31.6 11.0

産

業

別

地

域

別

企

業

規

模

別





14 

 

【2014 年】 

 

 

【今後 3 年間】 

 

回答件数 計

（件）
大幅な増加傾向 やや増加傾向 横ばい やや減少傾向 大幅な減少傾向

全体 932 4.0 21.5 38.7 25.2 10.6

製造業 234 6.4 25.2 35.9 21.8 10.7

農業、林業、漁業 7 0.0 28.6 42.9 0.0 28.6

鉱業、採石業、砂利採取業 4 0.0 25.0 75.0 0.0 0.0

建設業 117 7.7 27.4 35.9 19.7 9.4

電気・ガス・熱供給・水道業 11 9.1 9.1 18.2 36.4 27.3

情報通信業 4 0.0 0.0 75.0 25.0 0.0

運輸業、郵便業 28 0.0 25.0 39.3 28.6 7.1

卸売業、小売業 171 1.2 13.5 42.1 30.4 12.9

金融業、保険業 23 0.0 47.8 34.8 13.0 4.3

不動産業、物品賃貸業 40 2.5 15.0 47.5 22.5 12.5

教育、学習支援業 10 0.0 30.0 40.0 30.0 0.0

医療、福祉 77 1.3 9.1 48.1 33.8 7.8

サービス業 198 4.0 23.7 35.9 26.3 10.1

津 151 2.6 19.9 44.4 23.2 9.9

四日市 210 4.3 28.1 36.2 21.0 10.5

松阪 118 2.5 14.4 41.5 22.9 18.6

伊勢 139 5.8 15.8 43.2 25.9 9.4

桑名 100 2.0 27.0 35.0 29.0 7.0

鈴鹿 92 6.5 21.7 31.5 34.8 5.4

伊賀 86 2.3 18.6 40.7 25.6 12.8

尾鷲 24 8.3 25.0 29.2 33.3 4.2

熊野 11 9.1 27.3 27.3 9.1 27.3

大企業 54 1.9 25.9 40.7 20.4 11.1

中小企業 409 4.9 23.0 37.2 24.9 10.0

小規模企業 426 3.8 19.0 41.1 24.9 11.3

産

業

別

地

域

別

企

業

規

模

別

回答件数 計

（件）
大幅な増加傾向 やや増加傾向 横ばい やや減少傾向 大幅な減少傾向

全体 1003 1.8 19.6 43.1 27.9 7.6

製造業 248 2.4 28.2 38.7 23.4 7.3

農業、林業、漁業 8 12.5 25.0 37.5 25.0 0.0

鉱業、採石業、砂利採取業 5 0.0 20.0 40.0 40.0 0.0

建設業 122 3.3 17.2 36.9 34.4 8.2

電気・ガス・熱供給・水道業 11 0.0 18.2 45.5 18.2 18.2

情報通信業 6 0.0 0.0 33.3 50.0 16.7

運輸業、郵便業 35 0.0 22.9 42.9 31.4 2.9

卸売業、小売業 183 0.5 14.2 43.2 35.0 7.1

金融業、保険業 24 0.0 29.2 54.2 12.5 4.2

不動産業、物品賃貸業 41 0.0 4.9 53.7 29.3 12.2

教育、学習支援業 12 0.0 16.7 33.3 50.0 0.0

医療、福祉 83 0.0 4.8 45.8 38.6 10.8

サービス業 216 2.3 23.6 48.6 19.0 6.5

津 165 1.8 18.8 46.1 26.7 6.7

四日市 225 2.7 22.2 46.7 20.4 8.0

松阪 123 0.8 23.6 42.3 23.6 9.8

伊勢 146 2.1 13.7 41.1 35.6 7.5

桑名 111 0.9 23.4 44.1 22.5 9.0

鈴鹿 96 1.0 18.8 39.6 35.4 5.2

伊賀 94 1.1 19.1 41.5 30.9 7.4

尾鷲 26 7.7 15.4 30.8 46.2 0.0

熊野 15 0.0 6.7 33.3 53.3 6.7

大企業 59 5.1 32.2 37.3 22.0 3.4

中小企業 448 2.0 21.9 46.0 24.1 6.0

小規模企業 446 0.9 16.8 39.9 32.7 9.6

産

業

別

地

域

別

企

業

規

模

別
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【2014 年】 

 

 

【今後 3 年間】 

 

回答件数 計

（件）
大幅な増加傾向 やや増加傾向 横ばい やや減少傾向 大幅な減少傾向

全体 853 5.0 16.3 54.7 15.4 8.6

製造業 226 7.5 16.8 51.3 15.9 8.4

農業、林業、漁業 5 0.0 60.0 40.0 0.0 0.0

鉱業、採石業、砂利採取業 4 0.0 25.0 75.0 0.0 0.0

建設業 110 2.7 12.7 58.2 18.2 8.2

電気・ガス・熱供給・水道業 9 0.0 33.3 55.6 11.1 0.0

情報通信業 4 0.0 25.0 75.0 0.0 0.0

運輸業、郵便業 24 8.3 8.3 62.5 12.5 8.3

卸売業、小売業 140 5.0 12.9 57.9 12.9 11.4

金融業、保険業 26 3.8 15.4 61.5 3.8 15.4

不動産業、物品賃貸業 38 5.3 10.5 55.3 18.4 10.5

教育、学習支援業 11 0.0 18.2 54.5 27.3 0.0

医療、福祉 72 2.8 22.2 51.4 15.3 8.3

サービス業 178 5.1 18.0 53.9 16.3 6.7

津 139 4.3 17.3 57.6 12.9 7.9

四日市 198 6.6 17.7 55.6 14.1 6.1

松阪 106 4.7 16.0 61.3 9.4 8.5

伊勢 126 6.3 8.7 49.2 22.2 13.5

桑名 87 4.6 21.8 48.3 18.4 6.9

鈴鹿 82 4.9 19.5 51.2 15.9 8.5

伊賀 80 2.5 15.0 56.3 16.3 10.0

尾鷲 24 4.2 16.7 66.7 8.3 4.2

熊野 10 0.0 10.0 50.0 20.0 20.0

大企業 55 9.1 21.8 43.6 16.4 9.1

中小企業 383 6.8 19.6 52.7 13.3 7.6

小規模企業 378 2.9 11.9 58.5 17.2 9.5

産

業

別

地

域

別

企

業

規

模

別

回答件数 計

（件）
大幅な増加傾向 やや増加傾向 横ばい やや減少傾向 大幅な減少傾向

全体 919 4.9 18.8 50.7 17.1 8.5

製造業 239 7.5 23.0 45.6 15.5 8.4

農業、林業、漁業 6 16.7 33.3 50.0 0.0 0.0

鉱業、採石業、砂利採取業 5 0.0 20.0 60.0 20.0 0.0

建設業 114 1.8 12.3 57.0 19.3 9.6

電気・ガス・熱供給・水道業 9 0.0 11.1 44.4 22.2 22.2

情報通信業 6 16.7 16.7 33.3 16.7 16.7

運輸業、郵便業 30 0.0 23.3 50.0 23.3 3.3

卸売業、小売業 156 4.5 11.5 53.2 19.9 10.9

金融業、保険業 25 0.0 8.0 84.0 0.0 8.0

不動産業、物品賃貸業 38 7.9 7.9 50.0 23.7 10.5

教育、学習支援業 14 0.0 28.6 50.0 14.3 7.1

医療、福祉 79 5.1 22.8 43.0 19.0 10.1

サービス業 192 4.7 24.0 51.6 14.6 5.2

津 152 3.3 23.0 58.6 9.2 5.9

四日市 212 7.1 17.5 52.8 13.7 9.0

松阪 113 6.2 17.7 49.6 16.8 9.7

伊勢 131 4.6 16.0 44.3 26.0 9.2

桑名 96 3.1 22.9 51.0 16.7 6.3

鈴鹿 87 2.3 16.1 48.3 24.1 9.2

伊賀 87 4.6 21.8 43.7 19.5 10.3

尾鷲 27 11.1 14.8 55.6 11.1 7.4

熊野 13 0.0 7.7 53.8 23.1 15.4

大企業 58 6.9 29.3 46.6 10.3 6.9

中小企業 417 6.7 23.0 48.7 15.1 6.5

小規模企業 402 3.0 12.9 53.5 19.9 10.7

産

業

別

地

域

別

企

業

規

模

別
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【2014 年】 

 

【今後 3 年間】 

 

回答件数 計

（件）
大幅な増加傾向 やや増加傾向 横ばい やや減少傾向 大幅な減少傾向

全体 679 1.5 10.0 70.7 10.3 7.5

製造業 202 2.0 16.8 63.4 11.4 6.4

農業、林業、漁業 5 0.0 0.0 80.0 0.0 20.0

鉱業、採石業、砂利採取業 3 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

建設業 90 2.2 6.7 72.2 8.9 10.0

電気・ガス・熱供給・水道業 6 0.0 16.7 50.0 33.3 0.0

情報通信業 4 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

運輸業、郵便業 15 0.0 6.7 86.7 6.7 0.0

卸売業、小売業 94 2.1 4.3 66.0 12.8 14.9

金融業、保険業 18 0.0 11.1 77.8 5.6 5.6

不動産業、物品賃貸業 31 0.0 0.0 83.9 9.7 6.5

教育、学習支援業 9 0.0 0.0 66.7 33.3 0.0

医療、福祉 62 0.0 3.2 87.1 4.8 4.8

サービス業 135 0.7 12.6 71.1 9.6 5.9

津 105 0.0 12.4 73.3 9.5 4.8

四日市 162 2.5 11.7 67.9 9.9 8.0

松阪 82 0.0 9.8 78.0 7.3 4.9

伊勢 102 2.9 8.8 62.7 11.8 13.7

桑名 72 1.4 6.9 72.2 16.7 2.8

鈴鹿 58 1.7 10.3 72.4 8.6 6.9

伊賀 67 1.5 9.0 70.1 10.4 9.0

尾鷲 20 0.0 10.0 80.0 5.0 5.0

熊野 10 0.0 0.0 80.0 0.0 20.0

大企業 45 2.2 15.6 75.6 4.4 2.2

中小企業 295 1.7 11.9 71.9 9.5 5.1

小規模企業 307 1.0 7.2 69.4 12.1 10.4

産

業

別

地

域

別

企

業

規

模

別

回答件数 計

（件）
大幅な増加傾向 やや増加傾向 横ばい やや減少傾向 大幅な減少傾向

全体 721 1.7 12.9 65.5 12.6 7.4

製造業 208 3.4 19.7 61.1 11.5 4.3

農業、林業、漁業 6 0.0 0.0 83.3 16.7 0.0

鉱業、採石業、砂利採取業 4 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

建設業 94 2.1 7.4 61.7 19.1 9.6

電気・ガス・熱供給・水道業 6 0.0 0.0 50.0 33.3 16.7

情報通信業 5 0.0 0.0 60.0 20.0 20.0

運輸業、郵便業 16 0.0 25.0 68.8 6.3 0.0

卸売業、小売業 106 0.9 8.5 64.2 14.2 12.3

金融業、保険業 18 0.0 5.6 88.9 0.0 5.6

不動産業、物品賃貸業 31 0.0 0.0 71.0 19.4 9.7

教育、学習支援業 10 0.0 20.0 60.0 20.0 0.0

医療、福祉 65 0.0 7.7 76.9 9.2 6.2

サービス業 147 1.4 15.6 66.0 9.5 7.5

津 113 0.0 14.2 73.5 8.0 4.4

四日市 170 3.5 14.1 61.8 11.8 8.8

松阪 85 4.7 14.1 67.1 10.6 3.5

伊勢 106 0.9 13.2 57.5 17.0 11.3

桑名 76 0.0 10.5 72.4 11.8 5.3

鈴鹿 61 0.0 13.1 59.0 19.7 8.2

伊賀 74 1.4 9.5 66.2 14.9 8.1

尾鷲 23 0.0 17.4 73.9 4.3 4.3

熊野 12 0.0 0.0 75.0 8.3 16.7

大企業 48 6.3 14.6 70.8 8.3 0.0

中小企業 316 1.3 14.9 68.7 9.2 6.0

小規模企業 321 1.6 10.9 61.4 17.1 9.0

産

業

別

地

域

別

企

業

規

模

別
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【2014 年】 

 

 

【今後 3 年間】 

  

回答件数 計

（件）
大幅な増加傾向 やや増加傾向 横ばい やや減少傾向 大幅な減少傾向

全体 937 1.4 15.9 66.6 13.1 3.0

製造業 237 1.7 17.3 60.8 16.9 3.4

農業、林業、漁業 6 0.0 16.7 50.0 33.3 0.0

鉱業、採石業、砂利採取業 4 0.0 0.0 75.0 25.0 0.0

建設業 112 3.6 16.1 67.0 10.7 2.7

電気・ガス・熱供給・水道業 11 0.0 18.2 81.8 0.0 0.0

情報通信業 4 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

運輸業、郵便業 27 0.0 18.5 59.3 14.8 7.4

卸売業、小売業 169 0.6 11.8 75.7 10.1 1.8

金融業、保険業 25 0.0 20.0 52.0 24.0 4.0

不動産業、物品賃貸業 43 2.3 4.7 86.0 4.7 2.3

教育、学習支援業 10 0.0 20.0 40.0 40.0 0.0

医療、福祉 78 0.0 20.5 70.5 7.7 1.3

サービス業 202 1.5 17.8 63.4 13.9 3.5

津 154 0.6 20.8 64.9 12.3 1.3

四日市 215 2.3 19.5 67.0 8.4 2.8

松阪 112 0.9 10.7 67.0 14.3 7.1

伊勢 141 2.8 14.9 61.7 17.7 2.8

桑名 104 0.0 13.5 72.1 13.5 1.0

鈴鹿 91 0.0 14.3 64.8 18.7 2.2

伊賀 83 2.4 10.8 66.3 15.7 4.8

尾鷲 24 0.0 25.0 75.0 0.0 0.0

熊野 12 0.0 0.0 83.3 8.3 8.3

大企業 56 1.8 16.1 60.7 19.6 1.8

中小企業 412 1.0 22.1 60.9 14.6 1.5

小規模企業 426 1.6 10.1 73.5 10.6 4.2

産

業

別

地

域

別

企

業

規

模

別

回答件数 計

（件）
大幅な増加傾向 やや増加傾向 横ばい やや減少傾向 大幅な減少傾向

全体 1003 2.0 18.9 63.9 12.3 2.9

製造業 249 1.6 22.1 55.0 18.9 2.4

農業、林業、漁業 7 0.0 28.6 71.4 0.0 0.0

鉱業、採石業、砂利採取業 5 0.0 0.0 80.0 20.0 0.0

建設業 118 5.9 17.8 60.2 12.7 3.4

電気・ガス・熱供給・水道業 11 0.0 9.1 81.8 9.1 0.0

情報通信業 6 0.0 16.7 83.3 0.0 0.0

運輸業、郵便業 33 3.0 18.2 60.6 15.2 3.0

卸売業、小売業 177 1.7 18.6 68.9 8.5 2.3

金融業、保険業 26 0.0 11.5 80.8 3.8 3.8

不動産業、物品賃貸業 42 2.4 11.9 81.0 4.8 0.0

教育、学習支援業 12 0.0 8.3 58.3 33.3 0.0

医療、福祉 90 1.1 15.6 73.3 6.7 3.3

サービス業 218 1.4 21.6 62.4 11.9 2.8

津 165 1.2 24.8 60.6 9.7 3.6

四日市 229 3.9 18.8 60.7 13.5 3.1

松阪 117 0.9 16.2 68.4 10.3 4.3

伊勢 146 2.1 16.4 65.8 13.7 2.1

桑名 113 0.0 19.5 69.9 8.0 2.7

鈴鹿 96 0.0 17.7 65.6 15.6 1.0

伊賀 94 3.2 17.0 62.8 13.8 3.2

尾鷲 26 7.7 23.1 53.8 15.4 0.0

熊野 15 0.0 13.3 60.0 20.0 6.7

大企業 60 0.0 25.0 56.7 18.3 0.0

中小企業 451 2.0 24.8 58.5 12.6 2.0

小規模企業 442 2.3 12.7 70.6 11.3 3.2

産

業

別

地

域

別

企

業

規

模

別
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３. 操業環境について 

（１）対象事業所が会社の中で担っている機能 

会社の中で担っている機能としては、「本社」（67.8％）が最多、次いで「販売」（32.2％）、

「支店・事業所」（13.5％）、「アフターサービス」（12.7％）、「最終製品・サービスの量産」

（11.1％）となっている。  

 

 

 

本社

販売

支店・事業所

アフターサービス

最終製品・サービスの量産

技術開発

物流

最終製品・サービスの試作

原材料・資材等の量産

リサイクル

基礎研究

原材料・資材等の試作

その他

67.8 

32.2 

13.5 

12.7 

11.1 

10.0 

10.0 

7.1 

4.4 

3.5 

3.4 

3.3 

10.3 

0.0 50.0 100.0 (%)

n=1,256
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（３）操業のしやすさ・しづらさを感じる理由 

 「操業しやすい」と回答した企業では、「地理的条件」（55.0％）、「気候・地質・地盤・

水資源等の自然的条件」（31.0％）、「高速道路等広域交通体系や事業所周辺の地域交通体系

の整備」（26.0％）の順で高く、「やや操業しやすい」では、「地理的条件」（49.6％）、「顧

客（市場）との近接性」（33.3％）、「気候・地質・地盤・水資源等の自然的条件」（23.3％）

の順で高い。  

一方、「操業しづらい」「やや操業しづらい」でも「地理的条件」が第 1 位に挙げられ（31.9％、

38.2％）、次いで「操業しづらい」では「地方自治体の誠意・熱意・積極性・迅速性・信頼

感」（29.2％）、「人口集積等による市場規模や市場の成長性」（20.8％）と続き、「やや操業

しづらい」では「人口集積等による市場規模や市場の成長性」（31.6％）、「顧客（市場）と

の近接性」（25.7％）と続いた。  

 

 

 

 

 

 

回答件数 計

（件）
操業しやすい

やや操業しやす

い
普通

やや操業しづら

い
操業しづらい

全体 1273 8.5 10.9 61.7 12.3 6.6

製造業 287 16.7 16.0 52.6 9.4 5.2

農業、林業、漁業 11 18.2 9.1 45.5 18.2 9.1

鉱業、採石業、砂利採取業 6 0.0 0.0 50.0 33.3 16.7

建設業 149 6.0 9.4 63.1 15.4 6.0

電気・ガス・熱供給・水道業 15 6.7 6.7 66.7 13.3 6.7

情報通信業 7 0.0 28.6 57.1 14.3 0.0

運輸業、郵便業 35 11.4 11.4 57.1 14.3 5.7

卸売業、小売業 229 3.9 8.3 66.4 14.0 7.4

金融業、保険業 29 17.2 17.2 55.2 6.9 3.4

不動産業、物品賃貸業 53 7.5 7.5 66.0 9.4 9.4

教育、学習支援業 19 10.5 5.3 63.2 21.1 0.0

医療、福祉 117 3.4 5.1 70.1 12.0 9.4

サービス業 284 6.3 11.3 63.0 12.7 6.7

津 213 9.9 8.0 64.3 13.1 4.7

四日市 282 11.0 14.2 63.1 6.7 5.0

松阪 163 3.7 8.6 61.3 16.6 9.8

伊勢 186 5.9 10.2 62.9 14.5 6.5

桑名 140 12.9 17.9 57.1 7.1 5.0

鈴鹿 127 10.2 11.8 61.4 11.8 4.7

伊賀 101 6.9 7.9 60.4 12.9 11.9

尾鷲 36 0.0 0.0 52.8 36.1 11.1

熊野 22 4.5 4.5 59.1 18.2 13.6

大企業 66 13.6 21.2 54.5 10.6 0.0

中小企業 541 8.3 13.1 61.2 12.6 4.8

小規模企業 573 7.7 8.2 62.5 12.9 8.7

地

域

別

企

業

規

模

別

産

業

別
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（％）

全体
操業し

やすい

やや操

業しや

すい

普通

やや操

業しづ

らい

操業し

づらい

回答件数 計（件）
1,089 100 129 652 136 72

気候・地質・地盤・水資源等の自然的条件
14.9 31.0 23.3 13.8 6.6 2.8

地理的条件
33.6 55.0 49.6 26.4 38.2 31.9

電力や工業用水等のユーティリティー(用役)の

整備 1.3 3.0 1.6 0.9 1.5 1.4

高速道路等広域交通体系や事業所周辺の地域

交通体系の整備 14.2 26.0 17.8 12.1 15.4 8.3

港湾機能・空港機能の整備
2.2 4.0 3.9 1.2 4.4 1.4

製造ライン業務等の熟練労働力の確保
2.8 4.0 3.1 1.5 5.1 8.3

研究開発業務等の専門人材の確保
2.9 0.0 1.6 2.6 3.7 11.1

関連する大企業の集積
4.1 6.0 6.2 2.1 8.8 6.9

関連する中小・ベンチャー企業の集積
2.9 2.0 2.3 2.5 3.7 8.3

優れた高等教育機関・研究機関との近接性
1.6 2.0 1.6 1.2 2.9 1.4

対事業所サービス業の集積
2.1 3.0 1.6 1.7 2.2 5.6

関連する企業・研究機関等との人的ネットワーク

や信頼感 5.5 7.0 7.8 4.9 6.6 2.8

本社等自社の既存事業所との近接性
5.1 6.0 10.9 4.9 2.2 1.4

原材料・資材等の入手の利便性
9.7 15.0 15.5 8.0 10.3 6.9

人口集積等による市場規模や市場の成長性
10.3 7.0 3.9 6.4 31.6 20.8

顧客（市場）との近接性
24.1 23.0 33.3 23.2 25.7 13.9

行政の企業誘致・産業振興・産学連携等に関わ

る政策・取組 6.2 12.0 3.9 3.4 11.8 16.7

地方自治体の誠意・熱意・積極性・迅速性・信頼

感 9.7 9.0 7.0 7.5 13.2 29.2

必要な敷地面積の確保
7.6 8.0 10.9 8.3 3.7 2.8

土地利用の自由度等周辺環境からの制約の少

なさ 3.5 9.0 2.3 3.4 1.5 2.8

地価の安さ
7.4 10.0 8.5 8.1 2.9 4.2

良好な住環境
10.4 15.0 13.2 11.7 2.2 2.8

経営トップの当該地域に対する認知度・土地勘
8.5 5.0 14.0 10.4 1.5 0.0

特にない
17.8 4.0 2.3 25.5 11.8 6.9

その他
2.8 1.0 0.8 1.7 5.9 12.5

他県と比べた創業のしやすさ別
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（４）競争力を維持・強化させるために、改善・高度化を望む項目  

競争力維持・強化のために改善・高度化を望む項目については、全体では「高速道路等

広域交通体系や事業所周辺の地域交通体系の整備」（20.0％）が最多、次いで「人口集積等

による市場規模や市場の成長性」（19.3％）、「地方自治体の誠意・熱意・積極性・迅速性・

信頼感」（18.4％）、「行政の企業誘致・産業振興・産学連携等に関わる政策・取組」（15.6％）

と続いた。 

 産業別では、＜運輸業、郵便業＞では「高速道路等広域交通体系や事業所周辺の地域交

通体系の整備」、＜情報通信業＞＜金融業、保険業＞＜卸売業、小売業＞では「人口集積等

による市場規模や市場の成長性」、＜建設業＞＜教育、学習支援業＞＜医療、福祉＞＜サー

ビス業＞では「地方自治体の誠意・熱意・積極性・迅速性・信頼感」が、それぞれ最も高

い。＜製造業＞では「製造ライン業務等の熟練労働力の確保」が最も高い項目となってい

る。 

 地域別では、＜四日市＞＜鈴鹿＞＜伊賀＞＜熊野＞では「高速道路等広域交通体系や事

業所周辺の地域交通体系の整備」、＜津＞＜松阪＞＜伊勢＞では「人口集積等による市場規

模や市場の成長性」、＜桑名＞では「地方自治体の誠意・熱意・積極性・迅速性・信頼感」、

＜尾鷲＞では「行政の企業誘致・産業振興・産学連携等に関わる政策・取組」が、それぞ

れ最も高い項目となっている。  

企業規模別では、＜大企業＞＜中小企業＞では「高速道路等広域交通体系や事業所周辺

の地域交通体系の整備」、＜小規模企業＞では「地方自治体の誠意・熱意・積極性・迅速性・

信頼感」がそれぞれ最も高い項目となっている。  
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高速道路等広域交通体系や事業所周辺の地域交通体系の整備

人口集積等による市場規模や市場の成長性

地方自治体の誠意・熱意・積極性・迅速性・信頼感

行政の企業誘致・産業振興・産学連携等に関わる政策・取組

顧客（市場）との近接性

研究開発業務等の専門人材の確保

製造ライン業務等の熟練労働力の確保

関連する企業・研究機関等との人的ネットワークや信頼感

優れた高等教育機関・研究機関との近接性

原材料・資材等の入手の利便性

関連する大企業の集積

関連する中小・ベンチャー企業の集積

土地利用の自由度等周辺環境からの制約の少なさ

地理的条件

港湾機能・空港機能の整備

必要な敷地面積の確保

良好な住環境

電力や工業用水等のユーティリティー(用役)の整備

気候・地質・地盤・水資源等の自然的条件

経営トップの当該地域に対する認知度・土地勘

対事業所サービス業の集積

地価の安さ

本社等自社の既存事業所との近接性

特にない

その他

20.0 

19.3 

18.4 

15.6 

11.3 

10.1 

8.5 

8.2 

6.8 

6.1 

5.7 

5.6 

5.1 

4.5 

4.3 

3.0 

2.8 

2.3 

2.1 

2.1 

1.8 

1.8 

1.3 

21.3 

3.6 

0.0 50.0 100.0 (%)

n=1,022
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（％）

全体 製造業

農業、

林業、

漁業

鉱業、

採石

業、砂

利採取

業

建設業

電気・

ガス・熱

供給・

水道業

情報通

信業

運輸

業、郵

便業

卸売

業、小

売業

金融

業、保

険業

不動産

業、物

品賃貸

業

教育、

学習支

援業

医療、

福祉

サービ

ス業

回答件数 計（件） 1,022 243 9 4 121 13 6 33 182 27 45 15 92 216

高速道路等広域交通体系や事業所周辺の地域

交通体系の整備 20.0 21.4 11.1 0.0 21.5 7.7 33.3 54.5 15.9 22.2 22.2 26.7 9.8 20.4

人口集積等による市場規模や市場の成長性
19.3 12.3 11.1 0.0 18.2 7.7 83.3 3.0 29.7 37.0 22.2 40.0 17.4 18.1

地方自治体の誠意・熱意・積極性・迅速性・信頼

感 18.4 12.8 22.2 25.0 22.3 30.8 16.7 3.0 18.7 3.7 20.0 33.3 22.8 22.2

行政の企業誘致・産業振興・産学連携等に関わ

る政策・取組 15.6 10.3 33.3 0.0 16.5 53.8 33.3 21.2 15.4 11.1 15.6 20.0 7.6 20.4

顧客（市場）との近接性
11.3 8.6 22.2 0.0 11.6 0.0 0.0 6.1 13.7 11.1 15.6 13.3 5.4 14.4

研究開発業務等の専門人材の確保
10.1 19.8 11.1 0.0 5.8 7.7 16.7 3.0 3.8 0.0 2.2 6.7 17.4 8.3

製造ライン業務等の熟練労働力の確保
8.5 23.9 0.0 25.0 7.4 0.0 0.0 0.0 3.8 0.0 0.0 0.0 1.1 3.7

関連する企業・研究機関等との人的ネットワーク

や信頼感 8.2 9.9 11.1 0.0 5.8 7.7 0.0 6.1 8.2 7.4 11.1 0.0 9.8 7.9

優れた高等教育機関・研究機関との近接性
6.8 6.6 11.1 25.0 6.6 7.7 0.0 0.0 3.3 0.0 2.2 13.3 17.4 8.3

原材料・資材等の入手の利便性
6.1 11.9 11.1 25.0 5.8 0.0 0.0 12.1 4.9 0.0 4.4 0.0 0.0 3.2

関連する大企業の集積
5.7 8.6 0.0 0.0 5.0 0.0 16.7 21.2 4.9 3.7 8.9 6.7 1.1 3.2

関連する中小・ベンチャー企業の集積
5.6 9.1 11.1 0.0 1.7 0.0 33.3 6.1 7.7 0.0 4.4 0.0 1.1 4.2

土地利用の自由度等周辺環境からの制約の少

なさ 5.1 4.9 22.2 0.0 5.0 7.7 0.0 9.1 5.5 3.7 6.7 0.0 2.2 4.6

地理的条件
4.5 3.3 0.0 0.0 2.5 23.1 16.7 0.0 7.7 3.7 2.2 0.0 3.3 5.1

港湾機能・空港機能の整備
4.3 6.6 11.1 0.0 3.3 0.0 0.0 15.2 4.9 7.4 2.2 0.0 0.0 2.8

必要な敷地面積の確保
3.0 3.3 22.2 0.0 4.1 0.0 0.0 6.1 2.2 0.0 6.7 0.0 3.3 1.9

良好な住環境
2.8 0.8 0.0 0.0 3.3 7.7 16.7 0.0 3.3 3.7 0.0 13.3 3.3 3.7

電力や工業用水等のユーティリティー(用役)の

整備 2.3 5.3 0.0 0.0 2.5 0.0 0.0 0.0 1.1 3.7 0.0 0.0 2.2 1.4

気候・地質・地盤・水資源等の自然的条件
2.1 1.2 11.1 25.0 1.7 0.0 0.0 0.0 2.2 3.7 0.0 0.0 0.0 3.7

経営トップの当該地域に対する認知度・土地勘
2.1 1.2 0.0 0.0 0.8 7.7 0.0 0.0 2.2 0.0 6.7 6.7 3.3 2.3

対事業所サービス業の集積
1.8 1.2 0.0 0.0 0.0 0.0 16.7 0.0 2.7 3.7 0.0 0.0 5.4 1.4

地価の安さ
1.8 1.6 11.1 0.0 3.3 0.0 0.0 3.0 0.5 3.7 6.7 0.0 0.0 0.9

本社等自社の既存事業所との近接性
1.3 2.1 0.0 0.0 0.8 0.0 0.0 0.0 1.1 0.0 2.2 0.0 2.2 0.9

特にない
21.3 15.2 0.0 25.0 24.8 30.8 0.0 12.1 21.4 33.3 24.4 13.3 29.3 23.6

その他
3.6 2.5 0.0 0.0 2.5 7.7 0.0 9.1 2.7 0.0 2.2 0.0 6.5 5.6

産業別
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（％）

津 四日市 松阪 伊勢 桑名 鈴鹿 伊賀 尾鷲 熊野 大企業
中小企

業

小規模

企業

回答件数 計（件） 173 225 127 156 110 104 81 30 14 60 443 458

高速道路等広域交通体系や事業所周辺の地域
交通体系の整備 16.2 26.7 16.5 18.6 15.5 19.2 24.7 10.0 28.6 36.7 22.3 16.4

人口集積等による市場規模や市場の成長性
26.6 14.2 18.1 21.2 15.5 18.3 24.7 16.7 14.3 15.0 22.1 18.1

地方自治体の誠意・熱意・積極性・迅速性・信頼
感 17.3 18.2 14.2 17.9 21.8 15.4 23.5 33.3 14.3 3.3 19.6 18.8

行政の企業誘致・産業振興・産学連携等に関わ

る政策・取組 13.3 18.2 15.7 14.7 12.7 15.4 14.8 33.3 0.0 10.0 15.6 16.4

顧客（市場）との近接性
11.0 10.2 12.6 16.0 7.3 9.6 9.9 13.3 14.3 8.3 10.8 12.4

研究開発業務等の専門人材の確保
8.7 10.2 15.7 10.3 8.2 5.8 12.3 13.3 0.0 21.7 9.5 9.8

製造ライン業務等の熟練労働力の確保
6.9 8.9 7.1 7.1 15.5 5.8 9.9 10.0 7.1 18.3 8.8 7.0

関連する企業・研究機関等との人的ネットワーク
や信頼感 7.5 6.2 7.9 9.6 13.6 9.6 4.9 6.7 7.1 5.0 7.4 9.0

優れた高等教育機関・研究機関との近接性
5.2 6.2 4.7 6.4 5.5 11.5 8.6 13.3 14.3 5.0 8.6 5.9

原材料・資材等の入手の利便性
4.0 3.6 9.4 6.4 7.3 2.9 12.3 10.0 7.1 11.7 5.6 5.9

関連する大企業の集積
5.8 7.6 5.5 4.5 4.5 5.8 4.9 0.0 0.0 3.3 5.6 6.1

関連する中小・ベンチャー企業の集積
7.5 7.1 0.8 5.8 5.5 7.7 3.7 3.3 0.0 6.7 4.1 7.0

土地利用の自由度等周辺環境からの制約の少

なさ 4.6 7.6 3.1 3.8 3.6 8.7 2.5 3.3 7.1 10.0 6.3 3.1

地理的条件
8.1 2.7 1.6 8.3 2.7 2.9 1.2 10.0 7.1 3.3 4.7 4.4

港湾機能・空港機能の整備
2.3 5.3 3.1 5.8 6.4 4.8 0.0 6.7 0.0 11.7 5.6 1.7

必要な敷地面積の確保
2.3 3.1 0.8 3.8 3.6 4.8 4.9 0.0 0.0 1.7 2.7 3.9

良好な住環境
2.3 0.9 1.6 3.8 6.4 3.8 2.5 6.7 0.0 1.7 3.2 2.8

電力や工業用水等のユーティリティー(用役)の

整備 1.7 3.1 2.4 1.9 1.8 1.0 3.7 3.3 7.1 6.7 2.0 2.0

気候・地質・地盤・水資源等の自然的条件
1.2 0.4 3.9 3.8 2.7 0.0 1.2 6.7 7.1 0.0 2.3 2.0

経営トップの当該地域に対する認知度・土地勘
0.6 0.9 0.8 3.8 5.5 2.9 0.0 6.7 0.0 0.0 2.0 2.6

対事業所サービス業の集積
1.7 2.2 0.0 2.6 1.8 2.9 0.0 3.3 0.0 1.7 2.9 0.9

地価の安さ
1.2 0.4 3.1 1.9 4.5 1.9 1.2 0.0 0.0 1.7 0.7 2.6

本社等自社の既存事業所との近接性
1.7 0.4 1.6 0.6 2.7 1.9 1.2 0.0 0.0 5.0 1.8 0.2

特にない
21.4 22.2 26.8 16.7 18.2 23.1 23.5 10.0 35.7 13.3 18.1 24.9

その他
3.5 4.9 1.6 3.8 4.5 4.8 2.5 0.0 0.0 0.0 4.1 3.3

地域別 企業規模別
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産業別・上位 5 項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域別・上位 5 項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企業規模別・上位 5 項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

第1位

製造ライン業務等の熟練労働力の

確保 23.9

行政の企業誘致・産業振興・産学連

携等に関わる政策・取組 33.3

気候・地質・地盤・水資源等の自然

的条件 25.0

地方自治体の誠意・熱意・積極性・

迅速性・信頼感 22.3

行政の企業誘致・産業振興・産学連

携等に関わる政策・取組 53.8

第2位

高速道路等広域交通体系や事業所

周辺の地域交通体系の整備 21 4
顧客（市場）との近接性

22 2

製造ライン業務等の熟練労働力の

確保 25 0

高速道路等広域交通体系や事業所

周辺の地域交通体系の整備 21 5

地方自治体の誠意・熱意・積極性・

迅速性・信頼感 30 8

第3位
研究開発業務等の専門人材の確保

19 8

地方自治体の誠意・熱意・積極性・

迅速性・信頼感 22 2

優れた高等教育機関・研究機関との

近接性 25 0

人口集積等による市場規模や市場

の成長性 18 2
地理的条件

23 1

第4位

地方自治体の誠意・熱意・積極性・

迅速性・信頼感 12 8
必要な敷地面積の確保

22 2
原材料・資材等の入手の利便性

25 0

行政の企業誘致・産業振興・産学連

携等に関わる政策・取組 16 5

高速道路等広域交通体系や事業所

周辺の地域交通体系の整備 7 7

第5位

人口集積等による市場規模や市場

の成長性 12.3

土地利用の自由度等周辺環境から

の制約の少なさ 22.2

地方自治体の誠意・熱意・積極性・

迅速性・信頼感 25.0
顧客（市場）との近接性

11.6
研究開発業務等の専門人材の確保

7.7

第1位

人口集積等による市場規模や市場

の成長性 83 3

高速道路等広域交通体系や事業所

周辺の地域交通体系の整備 54 5

人口集積等による市場規模や市場

の成長性 29 7

人口集積等による市場規模や市場

の成長性 37 0

第2位

高速道路等広域交通体系や事業所

周辺の地域交通体系の整備 33 3
関連する大企業の集積

21 2

地方自治体の誠意・熱意・積極性・

迅速性・信頼感 18 7

高速道路等広域交通体系や事業所

周辺の地域交通体系の整備 22 2

第3位

関連する中小・ベンチャー企業の集

積 33.3

行政の企業誘致・産業振興・産学連

携等に関わる政策・取組 21.2

高速道路等広域交通体系や事業所

周辺の地域交通体系の整備 15.9
顧客（市場）との近接性

11.1

第4位

行政の企業誘致・産業振興・産学連

携等に関わる政策・取組 33 3
港湾機能・空港機能の整備

15 2

行政の企業誘致・産業振興・産学連

携等に関わる政策・取組 15 4

行政の企業誘致・産業振興・産学連

携等に関わる政策・取組 11 1

第5位
地理的条件

16 7
原材料・資材等の入手の利便性

12 1
顧客（市場）との近接性

13 7
港湾機能・空港機能の整備

7 4

関連する企業・研究機関等との人的

ネットワークや信頼感

第1位

高速道路等広域交通体系や事業所

周辺の地域交通体系の整備 22 2

地方自治体の誠意・熱意・積極性・

迅速性・信頼感 33 3

地方自治体の誠意・熱意・積極性・

迅速性・信頼感 22 8

地方自治体の誠意・熱意・積極性・

迅速性・信頼感 22 2

第2位

人口集積等による市場規模や市場

の成長性 22 2

高速道路等広域交通体系や事業所

周辺の地域交通体系の整備 26 7
研究開発業務等の専門人材の確保

17 4

高速道路等広域交通体系や事業所

周辺の地域交通体系の整備 20 4

第3位

地方自治体の誠意・熱意・積極性・

迅速性・信頼感 20 0

行政の企業誘致・産業振興・産学連

携等に関わる政策・取組 20 0

優れた高等教育機関・研究機関との

近接性 17 4

行政の企業誘致・産業振興・産学連

携等に関わる政策・取組 20 4

第4位
顧客（市場）との近接性

15.6

優れた高等教育機関・研究機関との

近接性 13.3

人口集積等による市場規模や市場

の成長性 17.4

人口集積等による市場規模や市場

の成長性 18.1

第5位

行政の企業誘致・産業振興・産学連

携等に関わる政策・取組 15 6
顧客（市場）との近接性

13 3

高速道路等広域交通体系や事業所

周辺の地域交通体系の整備 9 8
顧客（市場）との近接性

14 4
良好な住環境 関連する企業・研究機関等との人的

ネットワークや信頼感

製造業 農業、林業、漁業 鉱業、採石業、砂利採取業 建設業 電気・ガス・熱供給・水道業

優れた高等教育機関・研究機関との近

接性、関連する企業・研究機関等との

人的ネットワークや信頼感、人口集積等

による市場規模や市場の成長性、土地

利用の自由度等周辺環境からの制約

の少なさ、良好な住環境、経営トップの

当該地域に対する認知度・土地勘

研究開発業務等の専門人材の確保、関

連する大企業の集積、対事業所サービ

ス業の集積、地方自治体の誠意・熱意・

積極性・迅速性・信頼感、良好な住環境

情報通信業 運輸業、郵便業 卸売業、小売業 金融業、保険業

不動産業、物品賃貸業 教育、学習支援業 医療、福祉 サービス業

第1位

人口集積等による市場規模や市場
の成長性 26 6

高速道路等広域交通体系や事業所
周辺の地域交通体系の整備 26 7

人口集積等による市場規模や市場
の成長性 18 1

人口集積等による市場規模や市場
の成長性 21 2

地方自治体の誠意・熱意・積極性・
迅速性・信頼感 21 8

第2位

地方自治体の誠意・熱意・積極性・
迅速性・信頼感 17.3

行政の企業誘致・産業振興・産学連
携等に関わる政策・取組 18.2

高速道路等広域交通体系や事業所
周辺の地域交通体系の整備 16.5

高速道路等広域交通体系や事業所
周辺の地域交通体系の整備 18.6

高速道路等広域交通体系や事業所
周辺の地域交通体系の整備 15.5

第3位

高速道路等広域交通体系や事業所
周辺の地域交通体系の整備 16 2

地方自治体の誠意・熱意・積極性・
迅速性・信頼感 18 2

研究開発業務等の専門人材の確保
15 7

地方自治体の誠意・熱意・積極性・
迅速性・信頼感 17 9

製造ライン業務等の熟練労働力の
確保 15 5

第4位

行政の企業誘致・産業振興・産学連
携等に関わる政策・取組 13 3

人口集積等による市場規模や市場
の成長性 14 2

行政の企業誘致・産業振興・産学連
携等に関わる政策・取組 15 7

顧客（市場）との近接性
16 0

人口集積等による市場規模や市場
の成長性 15 5

第5位
顧客（市場）との近接性

11 0
研究開発業務等の専門人材の確保

10 2

地方自治体の誠意・熱意・積極性・
迅速性・信頼感 14 2

行政の企業誘致・産業振興・産学連
携等に関わる政策・取組 14 7

関連する企業・研究機関等との人的
ネットワークや信頼感 13 6

顧客（市場）との近接性

第1位

高速道路等広域交通体系や事業所
周辺の地域交通体系の整備 19 2

高速道路等広域交通体系や事業所
周辺の地域交通体系の整備 24 7

行政の企業誘致・産業振興・産学連
携等に関わる政策・取組 33 3

高速道路等広域交通体系や事業所
周辺の地域交通体系の整備 28 6

第2位

人口集積等による市場規模や市場
の成長性 18.3

人口集積等による市場規模や市場
の成長性 24.7

地方自治体の誠意・熱意・積極性・
迅速性・信頼感 33.3

優れた高等教育機関・研究機関との
近接性 14.3

第3位

行政の企業誘致・産業振興・産学連
携等に関わる政策・取組 15 4

地方自治体の誠意・熱意・積極性・
迅速性・信頼感 23 5

人口集積等による市場規模や市場
の成長性 16 7

人口集積等による市場規模や市場
の成長性 14 3

第4位

地方自治体の誠意・熱意・積極性・
迅速性・信頼感 15 4

行政の企業誘致・産業振興・産学連
携等に関わる政策・取組 14 8

研究開発業務等の専門人材の確保
13 3

顧客（市場）との近接性
14 3

第5位

優れた高等教育機関・研究機関との
近接性 11 5

研究開発業務等の専門人材の確保
12 3

優れた高等教育機関・研究機関との
近接性 13 3

地方自治体の誠意・熱意・積極性・
迅速性・信頼感 14 3

原材料・資材等の入手の利便性 顧客（市場）との近接性

津 四日市 松阪 伊勢 桑名

鈴鹿 伊賀 尾鷲 熊野

第1位

高速道路等広域交通体系や事業所
周辺の地域交通体系の整備 36.7

高速道路等広域交通体系や事業所
周辺の地域交通体系の整備 22.3

地方自治体の誠意・熱意・積極性・
迅速性・信頼感 18.8

第2位
研究開発業務等の専門人材の確保

21.7

人口集積等による市場規模や市場
の成長性 22.1

人口集積等による市場規模や市場
の成長性 18.1

第3位

製造ライン業務等の熟練労働力の
確保 18.3

地方自治体の誠意・熱意・積極性・
迅速性・信頼感 19.6

高速道路等広域交通体系や事業所
周辺の地域交通体系の整備 16.4

第4位

人口集積等による市場規模や市場
の成長性 15.0

行政の企業誘致・産業振興・産学連
携等に関わる政策・取組 15.6

行政の企業誘致・産業振興・産学連
携等に関わる政策・取組 16.4

第5位
港湾機能・空港機能の整備

11.7
顧客（市場）との近接性

10.8
顧客（市場）との近接性

12.4
原材料・資材等の入手の利便性

大企業 中小企業 小規模企業
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４. 経営戦略等について 

（１）経営上の課題 

経営上の課題については、全体では「同業者との競争激化」（40.0％）が最多で、次いで

「需要の低迷」（32.0％）、「従業員の確保難」（29.6％）、「設備の老朽・不足」（21.2％）と

続いている。  

 産業別では、＜建設業＞＜金融業、保険業＞＜教育、学習支援業＞＜サービス業＞で「同

業者の競争激化」、＜製造業＞＜電気・ガス・熱供給・水道業＞＜情報通信業＞＜卸売業、

小売業＞＜不動産業、物品賃貸業＞で「需要の低迷」、＜運輸業、郵便業＞＜医療、福祉＞

で「従業員の確保難」が、それぞれ最も高い。  

 地域別では、＜津＞＜四日市＞＜松阪＞＜桑名＞＜鈴鹿＞＜伊賀＞では、いずれも「同

業者の競争激化」「需要の低迷」「従業員の確保難」が上位 3 項目となっている。＜伊勢＞

では「需要の低迷」「同業者の競争激化」「設備の老朽・不足」、＜尾鷲＞では「需要の低迷」

「設備の老朽・不足」「従業員の確保難」、＜熊野＞では「同業者の競争激化」「需要の低迷」

「原材料の不足・価格の上昇」が上位 3 項目となっている。  

 企業規模別では、＜中小企業＞＜小規模企業＞では「需要の低迷」「同業者の競争激化」

「従業員の確保難」が上位 3 項目となっている。＜大企業＞では「同業者の競争激化」「設

備の老朽・不足」「従業員の確保難」となっている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同業者との競争激化

需要の低迷

従業員の確保難

設備の老朽・不足

販売価格の低下・上昇困難

人件費の増加

原材料の不足・価格の上昇

技能・知識の承継難

ニーズ変化への対応難

事業承継難(後継者の不在など)

大企業の進出による競争環境の変化

事業資金の借入難

債務の過剰・金利負担の増加

協力企業(外注先等)の倒産・廃業

債権等の回収の悪化

従業員の過剰・削減難

過剰設備

その他

40.0 

32.0 

29.6 

21.2 

19.8 

13.8 

13.6 

12.9 

12.2 

10.0 

8.0 

5.5 

4.2 

3.3 

2.1 

1.7 

0.2 

4.6 

0.0 50.0 100.0 (%)

n=1274



31 

 

 

 

（％）

全体 製造業

農業、

林業、

漁業

鉱業、

採石

業、砂

利採取

業

建設業

電気・

ガス・熱

供給・

水道業

情報通

信業

運輸

業、郵

便業

卸売

業、小

売業

金融

業、保

険業

不動産

業、物

品賃貸

業

教育、

学習支

援業

医療、

福祉

サービ

ス業

回答件数 計（件） 1,274 283 11 6 146 14 7 36 231 29 52 21 122 278

同業者との競争激化
40.0 36.4 18.2 16.7 50.0 35.7 42.9 44.4 45.0 65.5 23.1 66.7 35.2 37.1

需要の低迷
32.0 37.1 18.2 33.3 27.4 50.0 57.1 22.2 48.9 24.1 42.3 28.6 7.4 24.5

従業員の確保難
29.6 23.3 18.2 50.0 32.2 14.3 57.1 61.1 20.8 10.3 5.8 19.0 50.0 37.1

設備の老朽・不足
21.2 26.9 45.5 66.7 11.0 7.1 14.3 25.0 7.8 13.8 21.2 33.3 26.2 29.1

販売価格の低下・上昇困難
19.8 21.6 9.1 16.7 13.7 28.6 28.6 19.4 35.5 13.8 25.0 9.5 6.6 15.1

人件費の増加
13.8 13.8 27.3 0.0 11.0 0.0 14.3 19.4 6.1 6.9 1.9 38.1 28.7 16.9

原材料の不足・価格の上昇
13.6 24.4 27.3 33.3 17.1 14.3 0.0 11.1 16.0 0.0 1.9 0.0 0.0 10.1

技能・知識の承継難
12.9 19.1 0.0 0.0 19.9 7.1 0.0 8.3 5.6 6.9 7.7 4.8 10.7 13.7

ニーズ変化への対応難
12.2 12.7 9.1 0.0 2.7 0.0 14.3 8.3 13.9 27.6 9.6 19.0 10.7 15.1

事業承継難(後継者の不在など)
10.0 9.9 36.4 0.0 9.6 21.4 14.3 2.8 9.1 3.4 9.6 9.5 16.4 7.6

大企業の進出による競争環境の変化
8.0 5.3 0.0 0.0 6.2 21.4 0.0 0.0 18.6 6.9 3.8 0.0 0.0 7.6

事業資金の借入難
5.5 3.9 18.2 16.7 8.9 14.3 0.0 8.3 5.2 0.0 3.8 0.0 1.6 5.8

債務の過剰・金利負担の増加
4.2 4.6 0.0 0.0 8.2 0.0 0.0 2.8 2.6 0.0 5.8 0.0 2.5 5.0

協力企業(外注先等)の倒産・廃業
3.3 3.2 0.0 16.7 8.2 0.0 0.0 5.6 3.5 0.0 1.9 0.0 0.0 2.2

債権等の回収の悪化
2.1 0.7 0.0 0.0 1.4 0.0 0.0 0.0 3.9 10.3 3.8 0.0 0.8 2.5

従業員の過剰・削減難
1.7 3.5 9.1 0.0 2.1 0.0 0.0 2.8 0.0 3.4 0.0 0.0 1.6 1.1

過剰設備
0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

その他
4.6 3.5 0.0 0.0 4.8 0.0 0.0 5.6 2.6 3.4 7.7 9.5 10.7 4.3

産業別
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（％）

津 四日市 松阪 伊勢 桑名 鈴鹿 伊賀 尾鷲 熊野 大企業
中小企

業

小規模

企業

回答件数 計（件） 214 276 165 186 136 126 107 38 23 65 540 568

同業者との競争激化
45.8 34.8 44.8 33.9 43.4 50.0 37.4 21.1 39.1 55.4 44.8 35.2

需要の低迷
27.1 31.9 30.9 36.0 28.7 34.1 34.6 44.7 34.8 24.6 28.1 36.3

従業員の確保難
33.2 29.7 32.7 25.8 29.4 26.2 29.0 28.9 21.7 27.7 38.7 21.7

設備の老朽・不足
18.2 18.8 18.8 25.8 26.5 17.5 24.3 28.9 21.7 32.3 22.0 19.4

販売価格の低下・上昇困難
20.1 21.7 22.4 20.4 13.2 21.4 17.8 18.4 8.7 21.5 19.4 19.9

人件費の増加
13.6 12.3 14.5 16.1 17.6 13.5 12.1 7.9 8.7 15.4 18.0 9.9

原材料の不足・価格の上昇
14.0 11.2 13.9 11.8 18.4 9.5 15.0 15.8 34.8 18.5 13.7 13.9

技能・知識の承継難
9.8 15.9 12.1 11.8 16.2 11.1 14.0 5.3 13.0 20.0 12.6 12.7

ニーズ変化への対応難
9.8 10.1 13.9 11.8 14.7 11.9 20.6 13.2 0.0 16.9 12.8 10.9

事業承継難(後継者の不在など)
10.3 8.7 8.5 10.2 14.0 5.6 13.1 7.9 21.7 4.6 5.9 14.1

大企業の進出による競争環境の変化
7.0 6.9 11.5 11.3 6.6 7.9 4.7 7.9 4.3 1.5 7.6 8.8

事業資金の借入難
3.7 5.4 3.0 10.2 3.7 4.8 2.8 18.4 4.3 0.0 4.3 6.9

債務の過剰・金利負担の増加
3.7 4.7 1.8 7.5 3.7 4.0 2.8 2.6 0.0 1.5 3.9 4.8

協力企業(外注先等)の倒産・廃業
2.3 4.3 1.2 5.4 4.4 4.0 0.0 2.6 4.3 0.0 1.3 5.3

債権等の回収の悪化
2.3 3.6 1.2 3.2 0.0 1.6 0.9 2.6 0.0 0.0 2.2 2.5

従業員の過剰・削減難
0.9 1.4 3.0 2.7 0.0 3.2 1.9 0.0 0.0 3.1 1.7 1.8

過剰設備
0.0 0.4 0.0 0.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0

その他
6.5 3.6 3.6 3.8 5.1 5.6 1.9 5.3 13.0 3.1 3.5 5.1

地域別 企業規模別



33 

 

産業別・上位 5 項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域別・上位 5 項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企業規模別・上位 5 項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第1位
需要の低迷

37.1
設備の老朽・不足

45.5
設備の老朽・不足

66.7
同業者との競争激化

50.0
需要の低迷

50.0

第2位
同業者との競争激化

36 4
事業承継難(後継者の不在など)

36 4
従業員の確保難

50 0
従業員の確保難

32 2
同業者との競争激化

35 7

第3位
設備の老朽・不足

26 9
人件費の増加

27 3
需要の低迷

33 3
需要の低迷

27 4
販売価格の低下・上昇困難

28 6

第4位
原材料の不足・価格の上昇

24 4
原材料の不足・価格の上昇

27 3
原材料の不足・価格の上昇

33 3
技能・知識の承継難

19 9

大企業の進出による競争環境の変
化 21 4

第5位
従業員の確保難

23.3
同業者との競争激化

18.2
同業者との競争激化

16.7
原材料の不足・価格の上昇

17.1
事業承継難(後継者の不在など)

21.4

需要の低迷、事業資金の借入難、従業

員の確保難

協力企業(外注先等)の倒産・廃業、販売

価格の低下・上昇困難、事業資金の借

入難

第1位
需要の低迷

57 1
従業員の確保難

61 1
需要の低迷

48 9
同業者との競争激化

65 5

第2位
従業員の確保難

57 1
同業者との競争激化

44 4
同業者との競争激化

45 0
ニーズ変化への対応難

27 6

第3位
同業者との競争激化

42 9
設備の老朽・不足

25 0
販売価格の低下・上昇困難

35 5
需要の低迷

24 1

第4位
販売価格の低下・上昇困難

28 6
需要の低迷

22 2
従業員の確保難

20 8
設備の老朽・不足

13 8

第5位
ニーズ変化への対応難

14.3
人件費の増加

19.4

大企業の進出による競争環境の変
化 18.6

販売価格の低下・上昇困難
13.8

販売価格の低下・上昇困難

第1位
需要の低迷

42 3
同業者との競争激化

66 7
従業員の確保難

50 0
同業者との競争激化

37 1

第2位
販売価格の低下・上昇困難

25 0
人件費の増加

38 1
同業者との競争激化

35 2
従業員の確保難

37 1

第3位
同業者との競争激化

23 1
設備の老朽・不足

33 3
人件費の増加

28 7
設備の老朽・不足

29 1

第4位
設備の老朽・不足

21 2
需要の低迷

28 6
設備の老朽・不足

26 2
需要の低迷

24 5

第5位
ニーズ変化への対応難

9 6
ニーズ変化への対応難

19 0
事業承継難(後継者の不在など)

16 4
人件費の増加

16 9
事業承継難(後継者の不在など) 従業員の確保難

情報通信業 運輸業、郵便業 卸売業、小売業 金融業、保険業

製造業 農業、林業、漁業 鉱業、採石業、砂利採取業 建設業 電気・ガス・熱供給・水道業

不動産業、物品賃貸業 教育、学習支援業 医療、福祉

設備の老朽・不足、設備の老朽・不足、

人件費の増加、事業承継難(後継者の

不在など)

サービス業

第1位
同業者との競争激化

45.8
同業者との競争激化

34.8
同業者との競争激化

44.8
需要の低迷

36.0
同業者との競争激化

43.4

第2位
従業員の確保難

33 2
需要の低迷

31 9
従業員の確保難

32 7
同業者との競争激化

33 9
従業員の確保難

29 4

第3位
需要の低迷

27 1
従業員の確保難

29 7
需要の低迷

30 9
設備の老朽・不足

25 8
需要の低迷

28 7

第4位
販売価格の低下・上昇困難

20 1
販売価格の低下・上昇困難

21 7
販売価格の低下・上昇困難

22 4
従業員の確保難

25 8
設備の老朽・不足

26 5

第5位
設備の老朽・不足

18 2
設備の老朽・不足

18.8
設備の老朽・不足

18.8
販売価格の低下・上昇困難

20.4
原材料の不足・価格の上昇

18.4

第1位
同業者との競争激化

50.0
同業者との競争激化

37.4
需要の低迷

44.7
同業者との競争激化

39.1

第2位
需要の低迷

34 1
需要の低迷

34 6
設備の老朽・不足

28 9
需要の低迷

34 8

第3位
従業員の確保難

26 2
従業員の確保難

29 0
従業員の確保難

28 9
原材料の不足・価格の上昇

34 8

第4位
販売価格の低下・上昇困難

21 4
設備の老朽・不足

24 3
同業者との競争激化

21 1
設備の老朽・不足

21 7

第5位
設備の老朽・不足

17.5
ニーズ変化への対応難

20.6
販売価格の低下・上昇困難

18.4
従業員の確保難

21.7
事業資金の借入難 事業承継難(後継者の不在など)

津 四日市 松阪 桑名

鈴鹿 伊賀 尾鷲 熊野

伊勢

第1位
同業者との競争激化

55 4
同業者との競争激化

44.8
需要の低迷

36.3

第2位
設備の老朽・不足

32 3
従業員の確保難

38.7
同業者との競争激化

35.2

第3位
従業員の確保難

27 7
需要の低迷

28.1
従業員の確保難

21.7

第4位
需要の低迷

24 6
設備の老朽・不足

22.0
販売価格の低下・上昇困難

19.9

第5位
販売価格の低下・上昇困難

21 5
販売価格の低下・上昇困難

19.4
設備の老朽・不足

19.4

大企業 中小企業 小規模企業
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（２）重点的に取り組みたい経営戦略 

重点的に取り組みたい経営戦略については、全体では「人材の育成」（46.4％）が最多で、

次いで「国内での新規顧客の開拓」（35.6％）、「国内での既存市場での競争力確保」（24.1％）、

「新規技術・商品の導入・開発」（17.8％）と続いている。  

 産業別では、＜製造業＞＜農業・林業・漁業＞＜卸売業、小売業＞を除いた全業種で、

「人材の育成」が最も高い。＜製造業＞＜卸売業、小売業＞では「国内での新規顧客の開

拓」、＜農業・林業・漁業＞では「製品等のブランド力の強化」がそれぞれ最も高い。  

 地域別では、＜熊野＞を除いた全地域で、「人材の育成」「国内での新規顧客の開拓」「国

内の既存市場での競争力確保」が上位 3 項目となっている。＜熊野＞では「人材の育成」

「国内の既存市場での競争力確保」「製品等のブランド力の強化」が上位 3 項目となって

いる。 

 企業規模別では、いずれの規模でも「人材の育成」「国内での新規顧客の開拓」「国内の

既存市場での競争力確保」が上位 3 項目となっており、＜中小企業＞＜小規模企業＞では

「人材の育成」が最も高くなっている。  

 

 

 

 

人材の育成

国内での新規顧客の開拓

国内の既存市場での競争力確保

新規技術・商品の導入・開発

コア技術・スキルの更なる活用

国内での新商品・サービスの展開

外部組織との連携

製品等のブランド力の強化

海外での新規顧客の開拓

知的財産戦略の構築

海外の既存市場での競争力確保

海外での新商品・サービスの展開

ＩＣＴ・ビッグデータの利活用

特に必要ない

わからない

その他

46.4 

35.6 

24.1 

17.8 

12.5 

10.1 

10.1 

9.8 

5.9 

2.4 

2.2 

1.1 

0.8 

8.6 

7.9 

2.3 

0.0 50.0 100.0 (%)

n=1281
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（％）

全体 製造業
農業、
林業、
漁業

鉱業、
採石

業、砂
利採取

業

建設業

電気・
ガス・熱
供給・
水道業

情報通
信業

運輸
業、郵
便業

卸売
業、小
売業

金融
業、保
険業

不動産
業、物
品賃貸

業

教育、
学習支
援業

医療、
福祉

サービ
ス業

回答件数 計（件） 1,281 284 10 6 149 13 7 36 228 30 55 21 126 284

人材の育成
46.4 37.7 40.0 66.7 49.7 61.5 71.4 69.4 36.0 66.7 23.6 76.2 62.7 50.7

国内での新規顧客の開拓
35.6 43.0 40.0 50.0 27.5 46.2 28.6 44.4 47.4 56.7 10.9 33.3 6.3 37.0

国内の既存市場での競争力確保
24.1 34.9 20.0 33.3 19.5 23.1 0.0 25.0 32.5 33.3 9.1 9.5 7.9 20.8

新規技術・商品の導入・開発
17.8 33.5 30.0 0.0 13.4 23.1 42.9 8.3 15.8 10.0 7.3 19.0 4.0 15.1

コア技術・スキルの更なる活用
12.5 22.5 0.0 0.0 13.4 7.7 14.3 5.6 8.8 10.0 3.6 9.5 7.9 11.6

国内での新商品・サービスの展開
10.1 13.7 0.0 16.7 4.7 7.7 0.0 2.8 14.9 16.7 5.5 4.8 3.2 11.6

外部組織との連携
10.1 4.6 10.0 0.0 8.7 15.4 14.3 13.9 5.7 16.7 10.9 23.8 19.8 12.7

製品等のブランド力の強化
9.8 18.3 60.0 0.0 6.7 0.0 14.3 2.8 11.4 0.0 1.8 9.5 1.6 8.1

特に必要ない
8.6 3.2 0.0 0.0 12.1 7.7 0.0 5.6 6.6 6.7 34.5 0.0 15.9 6.7

わからない
7.9 2.8 0.0 0.0 14.8 7.7 14.3 8.3 10.5 0.0 16.4 4.8 6.3 8.1

海外での新規顧客の開拓
5.9 13.0 20.0 0.0 2.7 0.0 0.0 0.0 5.3 0.0 0.0 0.0 0.0 6.3

知的財産戦略の構築
2.4 1.8 0.0 0.0 2.7 0.0 0.0 0.0 1.3 0.0 3.6 0.0 2.4 3.9

海外の既存市場での競争力確保
2.2 7.4 0.0 0.0 0.7 0.0 0.0 0.0 1.3 0.0 0.0 0.0 0.8 0.4

海外での新商品・サービスの展開
1.1 2.5 0.0 0.0 0.7 0.0 0.0 0.0 1.3 0.0 0.0 0.0 0.8 0.7

ＩＣＴ・ビッグデータの利活用
0.8 0.4 0.0 0.0 1.3 0.0 14.3 0.0 1.3 3.3 0.0 0.0 0.0 0.7

その他
2.3 0.7 0.0 0.0 0.7 0.0 0.0 2.8 0.4 0.0 7.3 9.5 7.1 3.2

産業別

（％）

津 四日市 松阪 伊勢 桑名 鈴鹿 伊賀 尾鷲 熊野 大企業
中小企

業
小規模
企業

回答件数 計（件） 209 286 163 186 141 131 103 37 23 67 545 574

人材の育成
46.9 48.3 44.8 47.3 44.0 46.6 46.6 45.9 43.5 41.8 56.7 38.7

国内での新規顧客の開拓
35.4 35.0 36.2 38.2 32.6 40.5 34.0 35.1 21.7 46.3 40.6 31.4

国内の既存市場での競争力確保
25.8 22.0 28.2 23.7 31.2 18.3 18.4 24.3 26.1 46.3 30.3 16 9

新規技術・商品の導入・開発
16.7 21.0 20.9 17.7 15.6 17.6 13.6 13.5 8.7 37.3 17.4 16 2

コア技術・スキルの更なる活用
13.9 12.2 13.5 9.7 17.7 13.0 9.7 5.4 8.7 20.9 13.4 11 3

国内での新商品・サービスの展開
11.5 9.4 6.1 13.4 11.3 9.9 9.7 13.5 0.0 16.4 12.7 7 8

外部組織との連携
12.0 11.5 8.6 8.1 9.9 6.1 13.6 10.8 8.7 3.0 11.6 9.4

製品等のブランド力の強化
5.7 10.8 8.6 12.9 8.5 10.7 9.7 8.1 26.1 16.4 9.7 10.1

特に必要ない
10.0 9.1 11.0 4.8 8.5 8.4 8.7 5.4 8.7 1.5 3.9 12.7

わからない
9.1 5.2 8.6 8.1 7.1 7.6 7.8 16.2 8.7 0.0 4.2 11 8

海外での新規顧客の開拓
4.3 6.6 4.3 7.5 6.4 4.6 9.7 2.7 0.0 19.4 6.8 3.1

知的財産戦略の構築
1.4 1.7 4.3 0.5 1.4 6.1 1.9 5.4 4.3 1.5 2.4 2 3

海外の既存市場での競争力確保
1.0 1.7 1.2 2.2 5.0 1.5 5.8 0.0 0.0 16.4 1.7 1.0

海外での新商品・サービスの展開
0.0 1.7 0.6 0.5 0.0 1.5 3.9 2.7 0.0 3.0 1.1 0 9

ＩＣＴ・ビッグデータの利活用
0.0 0.7 0.6 0.5 1.4 0.8 1.0 5.4 0.0 0.0 0.2 1 2

その他
1.4 3.5 1.8 1.1 2.1 3.8 1.9 0.0 4.3 0.0 2.4 2.4

地域別 企業規模別
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産業別・上位 5 項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域別・上位 5 項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企業規模別・上位 5 項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第1位
国内での新規顧客の開拓

43 0
製品等のブランド力の強化

60 0
人材の育成

66 7
人材の育成

49 7
人材の育成

61 5

第2位
人材の育成

37 7
国内での新規顧客の開拓

40 0
国内での新規顧客の開拓

50 0
国内での新規顧客の開拓

27 5
国内での新規顧客の開拓

46 2

第3位
国内の既存市場での競争力確保

34 9
人材の育成

40 0
国内の既存市場での競争力確保

33 3
国内の既存市場での競争力確保

19 5
新規技術・商品の導入・開発

23 1

第4位
新規技術・商品の導入・開発

33 5
新規技術・商品の導入・開発

30 0
国内での新商品・サービスの展開

16 7
コア技術・スキルの更なる活用

13 4
国内の既存市場での競争力確保

23 1

第5位
コア技術・スキルの更なる活用

22.5
国内の既存市場での競争力確保

20.0
新規技術・商品の導入・開発

13.4
外部組織との連携

15.4
海外での新規顧客の開拓

第1位
人材の育成

71.4
人材の育成

69.4
国内での新規顧客の開拓

47.4
人材の育成

66.7

第2位
新規技術・商品の導入・開発

42 9
国内での新規顧客の開拓

44 4
人材の育成

36 0
国内での新規顧客の開拓

56 7

第3位
国内での新規顧客の開拓

28 6
国内の既存市場での競争力確保

25 0
国内の既存市場での競争力確保

32 5
国内の既存市場での競争力確保

33 3

第4位
コア技術・スキルの更なる活用

14 3
外部組織との連携

13 9
新規技術・商品の導入・開発

15 8
国内での新商品・サービスの展開

16 7

第5位
製品等のブランド力の強化

14.3
新規技術・商品の導入・開発

8.3
国内での新商品・サービスの展開

14.9
外部組織との連携

16.7
ＩＣＴ・ビッグデータの利活用、外部組織

との連携

第1位
人材の育成

23 6
人材の育成

76 2
人材の育成

62 7
人材の育成

50 7

第2位
国内での新規顧客の開拓

10 9
国内での新規顧客の開拓

33 3
外部組織との連携

19 8
国内での新規顧客の開拓

37 0

第3位
外部組織との連携

10 9
外部組織との連携

23 8
コア技術・スキルの更なる活用

7 9
国内の既存市場での競争力確保

20 8

第4位
国内の既存市場での競争力確保

9 1
新規技術・商品の導入・開発

19 0
国内の既存市場での競争力確保

7 9
新規技術・商品の導入・開発

15 1

第5位
新規技術・商品の導入・開発

7 3
コア技術・スキルの更なる活用

9 5
国内での新規顧客の開拓

6 3
外部組織との連携

12 7

国内の既存市場での競争力確保、製品

等のブランド力の強化

情報通信業 運輸業、郵便業 卸売業、小売業 金融業、保険業

製造業 農業、林業、漁業 鉱業、採石業、砂利採取業 建設業 電気・ガス・熱供給・水道業

サービス業不動産業、物品賃貸業 教育、学習支援業 医療、福祉

第1位
人材の育成

46 9
人材の育成

48 3
人材の育成

44 8
人材の育成

47 3
人材の育成

44 0

第2位
国内での新規顧客の開拓

35.4
国内での新規顧客の開拓

35.0
国内での新規顧客の開拓

36 2
国内での新規顧客の開拓

38 2
国内での新規顧客の開拓

32.6

第3位
国内の既存市場での競争力確保

25 8
国内の既存市場での競争力確保

22 0
国内の既存市場での競争力確保

28 2
国内の既存市場での競争力確保

23 7
国内の既存市場での競争力確保

31 2

第4位
新規技術・商品の導入・開発

16 7
新規技術・商品の導入・開発

21 0
新規技術・商品の導入・開発

20 9
新規技術・商品の導入・開発

17 7
コア技術・スキルの更なる活用

17 7

第5位
コア技術・スキルの更なる活用

13 9
コア技術・スキルの更なる活用

12 2
コア技術・スキルの更なる活用

13 5
国内での新商品・サービスの展開

13 4
新規技術・商品の導入・開発

15 6

第1位
人材の育成

46 6
人材の育成

46 6
人材の育成

45 9
人材の育成

43 5

第2位
国内での新規顧客の開拓

40.5
国内での新規顧客の開拓

34.0
国内での新規顧客の開拓

35.1
国内の既存市場での競争力確保

26.1

第3位
国内の既存市場での競争力確保

18 3
国内の既存市場での競争力確保

18 4
国内の既存市場での競争力確保

24 3
製品等のブランド力の強化

26 1

第4位
新規技術・商品の導入・開発

17 6
新規技術・商品の導入・開発

13 6
新規技術・商品の導入・開発

13 5
国内での新規顧客の開拓

21 7

第5位
コア技術・スキルの更なる活用

13 0
外部組織との連携

13 6
国内での新商品・サービスの展開

13 5
コア技術・スキルの更なる活用

8 7
新規技術・商品の導入・開発、外部組織

との連携

津 四日市 松阪 伊勢 桑名

鈴鹿 伊賀 尾鷲 熊野

第1位
国内の既存市場での競争力確保

46.3
人材の育成

56 7
人材の育成

38.7

第2位
国内での新規顧客の開拓

46.3
国内での新規顧客の開拓

40 6
国内での新規顧客の開拓

31.4

第3位
人材の育成

41.8
国内の既存市場での競争力確保

30 3
国内の既存市場での競争力確保

16.9

第4位
新規技術・商品の導入・開発

37.3
新規技術・商品の導入・開発

17 4
新規技術・商品の導入・開発

16.2

第5位
コア技術・スキルの更なる活用

20.9
コア技術・スキルの更なる活用

13 4
コア技術・スキルの更なる活用

11.3

大企業 中小企業 小規模企業
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（３）不足している、あるいは補完すべき経営資源 

全体において、不足している、あるいは補完すべき経営資源については、「人材」（62.3％）

が最多で、次いで「販路開拓」（32.8％）、「資金」（31.5％）、「マーケティング」（19.9％）

と続いている。  

 

 

 

 

 

人材

販路開拓

資金

マーケティング

情報

設備

技術

企画

マネジメント

信用力

その他

62.3 

32.8 

31.5 

19.9 

18.7 

18.5 

18.4 

13.5 

12.7 

9.1 

3.1 

0.0 50.0 100.0 (%)

n=1,211

（％）

回答件数 計

（件）
人材 設備 資金 情報 技術 販路開拓 企画 マーケティング マネジメント 信用力 その他

全体 1 211 62 3 18 5 31 5 18 7 18 4 32 8 13 5 19 9 12 7 9 1 3 1

大企業の進出による競争環境の変化 96 55 2 9 4 34 4 28 1 13 5 50 0 15 6 22 9 12 5 9 4 3 1

同業者との競争激化 481 64 4 15 8 31 2 21 4 20 4 38 9 13 7 21 6 14 6 10 0 0 8

協力企業(外注先等)の倒産・廃業 39 61 5 23 1 53 8 23 1 12 8 48 7 10 3 20 5 12 8 2 6 0 0

需要の低迷 379 52.0 17.7 35.6 17.9 17.9 47.0 14.0 24.5 14 2 7.4 1.8

ニーズ変化への対応難 140 62 1 22 9 30 0 20 0 27 9 28 6 20 7 32 1 18 6 10 7 3 6

設備の老朽・不足 247 61 1 48 6 41 7 16 6 19 0 28 3 16 2 21 5 10 1 10 5 0 8

過剰設備 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

人件費の増加 168 73 2 22.6 32.1 15.5 20.8 26.2 16.1 15.5 14.3 7.7 1.8

原材料の不足・価格の上昇 166 65 1 18 7 34 9 21 7 16 9 38 0 10 8 23 5 13 3 10 2 1 8

販売価格の低下・上昇困難 235 56 6 21 7 35 3 20 0 22 1 47 7 12 8 23 4 16 2 8 9 1 3

事業資金の借入難 65 53.8 26.2 89.2 12.3 13.8 26.2 6.2 9.2 9 2 9.2 1.5

債務の過剰・金利負担の増加 50 58 0 32 0 78 0 14 0 10 0 32 0 14 0 22 0 16 0 18 0 2 0

債権等の回収の悪化 24 50 0 0 0 50 0 29 2 12 5 37 5 8 3 33 3 4 2 4 2 4 2

従業員の確保難 362 87 6 17 1 27 1 15 7 18 0 21 8 13 0 17 4 15 2 8 8 1 1

従業員の過剰・削減難 22 72.7 4.5 22.7 13.6 22.7 22.7 9.1 9.1 9.1 0.0 0.0

事業承継難(後継者の不在など) 114 67 5 14 9 29 8 20 2 14 9 26 3 11 4 16 7 14 0 4 4 2 6

技能・知識の承継難 155 76 1 16 1 25 2 16 8 31 6 20 6 16 8 15 5 12 3 10 3 1 3

その他 49 36 7 12 2 24 5 26 5 18 4 20 4 12 2 16 3 12 2 10 2 30 6

経

営

上

の

課

題

別
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（４）今後、目指す企業の姿 

全体において、今後目指す企業の姿については、「従業員が働き甲斐のある企業」（53.2％）

が最多で、次いで「収益性の高い企業」（44.1％）、「地域社会に貢献できる企業」（39.7％）、

「従業員の雇用を維持できる企業」（30.4％）と続いている。  

 

 

 

 

 

 

（％）

回答件数 計

（件）
人材 設備 資金 情報 技術 販路開拓 企画 マーケティング マネジメント 信用力 その他

全体 1 211 62 3 18 5 31 5 18 7 18 4 32 8 13 5 19 9 12 7 9 1 3 1

コア技術・スキルの更なる活用 156 71 2 26 3 34 0 19 2 35 9 30 8 16 7 23 7 17 3 11 5 1 9

新規技術・商品の導入・開発 222 66 2 23.4 37.4 20.3 39.6 38.7 14.4 30.6 17.6 7.2 0.5

国内の既存市場での競争力確保 298 66 4 23 5 32 2 19 8 18 5 43 3 15 4 22 8 13 8 7 4 1 0

海外の既存市場での競争力確保 27 77 8 11 1 22 2 22 2 22 2 25 9 18 5 22 2 14 8 3 7 0 0

国内での新規顧客の開拓 446 61 2 18 6 37 0 21 5 19 3 50 0 15 2 26 9 12 8 8 3 0 4

海外での新規顧客の開拓 73 65.8 20.5 38.4 27.4 28.8 49.3 15.1 35.6 23.3 6.8 0.0

国内での新商品・サービスの展開 129 59 7 17 1 35 7 23 3 17 1 46 5 24 0 34 1 18 6 8 5 0 0

海外での新商品・サービスの展開 14 78 6 7 1 35 7 21 4 42 9 71 4 14 3 42 9 35 7 7 1 0 0

製品等のブランド力の強化 120 60.8 18.3 36.7 23.3 17.5 44.2 20.0 35.8 27.5 11.7 0.8

ＩＣＴ・ビッグデータの利活用 10 70 0 0 0 40 0 20 0 10 0 30 0 10 0 40 0 20 0 0 0 0 0

外部組織との連携 129 59 7 18 6 33 3 28 7 17 1 26 4 22 5 21 7 14 7 9 3 2 3

知的財産戦略の構築 30 63 3 16 7 33 3 26 7 13 3 20 0 13 3 23 3 10 0 16 7 3 3

人材の育成 574 79.6 18.8 29.1 19.7 20.6 26.8 14.5 18.3 13.8 8.5 1.0

特に必要ない 76 32 9 9 2 15 8 13 2 6 6 10 5 6 6 3 9 0 0 9 2 22 4

わからない 81 44 4 13 6 37 0 21 0 14 8 22 2 7 4 17 3 11 1 13 6 4 9

その他 25 36 0 4 0 28 0 20 0 4 0 12 0 16 0 24 0 20 0 12 0 36 0

重

点

的

に

取

り

組

み

た

い

経

営

戦

略

従業員が働き甲斐のある企業

収益性の高い企業

地域社会に貢献できる企業

従業員の雇用を維持できる企業

特定分野・専門分野で評価の高い企業

地域活性化に貢献できる企業

成長性の高い企業

法令遵守（コンプライアンス）を重視する企業

地球環境への配慮を重視する企業

国際競争力のある企業

情報化（IT 化）の先端を行く企業

その他

53.2 

44.1 

39.7 

30.4 

24.4 

19.2 

13.8 

10.9 

5.1 

3.4 

0.9 

1.2 

0.0 50.0 100.0 (%)

n=1,252
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（５）強化すべきと考える行政の中小企業関連施策 

 全体において、強化すべきと考える行政の中小企業関連施策については、「人材の確保・

育成への支援」（36.4％）が最多で、次いで「設備投資への支援」（24.6％）、「まちづくり

（中心市街地・商店街等）支援」（16.3％）、「資金調達円滑化への支援」（16.2％）と続い

ている。 

 

 

 

 

人材の確保・育成への支援

設備投資への支援

まちづくり(中心市街地・商店街等)支援

資金調達円滑化への支援

後継者の育成への支援

中小企業関連税制の拡充

中小企業再生支援

新分野進出への支援

国内の販路・市場開拓への支援

新技術・商品の研究開発への支援

既存製品・サービスの高付加価値化への支援

製品等のブランド力強化への支援

大企業等との取引適正化（格差是正）

金融セーフティネットの拡充

製品・サービスのコスト低減への支援

地域産業集積の活性化

海外の販路・市場開拓への支援

情報化（IT 化）推進への支援

国際化対応への支援

企業間連携への支援

産学官連携への支援

事業引継（第三者承継など）への支援

事業の再編・再構築への支援

創業・ベンチャー企業への支援

知的財産権の保護・活用への支援

外部経営資源活用への支援

その他

36.4 

24.6 

16.3 

16.2 

15.1 

14.9 

10.7 

10.1 

9.9 

9.0 

7.7 

6.2 

5.5 

5.5 

5.1 

4.1 

3.9 

3.9 

3.1 

3.1 

3.0 

2.7 

2.1 

1.7 

0.9 

0.3 

2.5 

0.0 50.0 100.0 (%)

n=1,202
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５. 海外展開の取組について 

（１）現在行っている取組 

現在行っている海外展開の取組については、「輸出」が 10.0％、「輸入」が 7.5％、「海外

拠点の設立（海外進出）」が 5.6％となり、「これまで取組を行ったことがない」が 78.4％

を占めている。  

 

 

 

 

これまで取組を行ったことがない

輸出

輸入

海外拠点の設立（海外進出）

現在取組を行っていないが、以前に輸出または輸入から撤退した

現在取組を行っていないが、以前に海外進出から撤退した

その他

78.4 

10.0 

7.5 

5.6 

1.8 

1.0 

5.9 

0.0 50.0 100.0
(%)

n=1,114

（％）

回答件数 計

（件）

これまで取組を

行ったことがない
輸出 輸入

海外拠点の設立

（海外進出）

現在取組を行っ

ていないが、以前

に輸出または輸

入から撤退した

現在取組を行っ

ていないが、以前

に海外進出から

撤退した

その他

全体 1114 78.4 10.0 7.5 5.6 1.8 1.0 5.9

製造業 268 54.1 30.2 20.5 17.5 3.0 0.7 5.6

農業、林業、漁業 10 70.0 10.0 10.0 0.0 0.0 0.0 10.0

鉱業、採石業、砂利採取業 5 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

建設業 125 91.2 3.2 2.4 1.6 0.0 1.6 4.0

電気・ガス・熱供給・水道業 13 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

情報通信業 7 85.7 14.3 0.0 0.0 0.0 0.0 14.3

運輸業、郵便業 33 90.9 3.0 0.0 0.0 3.0 0.0 3.0

卸売業、小売業 202 82.2 6.4 9.4 3.0 3.0 0.5 2.5

金融業、保険業 27 85.2 0.0 0.0 3.7 0.0 0.0 11.1

不動産業、物品賃貸業 44 88.6 0.0 0.0 0.0 2.3 4.5 6.8

教育、学習支援業 17 94.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5.9

医療、福祉 97 89.7 0.0 0.0 0.0 1.0 0.0 10.3

サービス業 243 84.0 3.3 1.6 2.1 0.8 1.6 8.6

津 183 83.1 5.5 6.6 4.4 2.2 2.2 4.9

四日市 259 73.7 13.9 8.9 5.8 1.5 1.5 6.2

松阪 133 82.0 6.0 5.3 3.8 3.0 0.0 5.3

伊勢 160 80.0 10.6 8.1 5.0 0.6 1.3 6.3

桑名 130 74.6 13.1 9.2 7.7 2.3 0.0 5.4

鈴鹿 112 78.6 11.6 7.1 7.1 1.8 0.9 4.5

伊賀 91 74.7 8.8 7.7 7.7 1.1 0.0 11.0

尾鷲 31 93.5 3.2 6.5 3.2 0.0 0.0 0.0

熊野 13 76.9 7.7 0.0 0.0 7.7 0.0 7.7

大企業 62 27.4 46.8 27.4 38.7 1.6 1.6 6.5

中小企業 491 77.0 10.2 8.6 5.5 2.2 0.8 5.9

小規模企業 492 86.8 5.7 3.7 1.8 1.4 1.2 5.3

設立2年未満 8 87.5 12.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

設立2年以上10年未満 84 82.1 7.1 4.8 0.0 1.2 1.2 8.3

設立10年以上30年未満 361 83.9 7.8 4.4 4.7 1.1 0.8 5.5

設立30年以上50年未満 317 77.0 8.8 7.6 4.1 3.2 0.9 5.4

設立50年以上100年未満 247 72.5 15.8 14.2 10.9 2.0 1.2 4.5

設立100年以上 24 66.7 12.5 0.0 16.7 0.0 0.0 12.5

産

業

別

地

域

別

企

業

規

模

別

設

立

年

月

別
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（２）主な海外進出先 

 主な海外進出先は、中国が 40 件と他の国より圧倒的に多い。  

 

 

（３）海外拠点の主な機能 

現在行っている海外展開の取組で「海外拠点の設立（海外進出）」と回答した企業に、

海外拠点の主な機能について訊ねたところ、「販売機能」（53.3％）が最多で、次いで「汎

用・ローエンド品の量産機能」（41.7％）、「ミドル・ハイエンド品の量産機能」（35.0％）

「現地市場向け製品・サービスの企画開発」（23.3％）、「物流機能」（21.7％）となってい

る。 

 

 

 

国名 件数
中国 40
タイ 19

アメリカ 15
台湾 12

インドネシア 9
フィリピン 6
ベトナム 5

韓国 5
シンガポール 3

マレーシア 3
カナダ 3

ミャンマー 2
ニュージーランド 1

イギリス 1
ドイツ 1

パラグアイ 1
サウジアラビア 1

香港 1
ポーランド 1

ルクセンブルク 1

販売機能

汎用・ローエンド品の量産機能

ミドル・ハイエンド品の量産機能

現地市場向け製品・サービスの企画開発

物流機能

アフターサービス機能

域外向け新製品・サービスの企画開発

ミドル・ハイエンド品の試作機能

汎用・ローエンド品の試作機能

地域統括機能

基礎研究機能

その他

53.3 

41.7 

35.0 

23.3 

21.7 

16.7 

11.7 

10.0 

8.3 

8.3 

0.0 

11.7 

0.0 50.0 100.0 (%)

n=60
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（２）連携先及び所在地 

【①連携先】  

 組織的な外部連携が「ある」と回答した企業の連携先についてみると、「大学」（73.2％）

が最多で、次いで「公設試験研究機関」「産業支援機関」（いずれも 20.7％）、「大企業」「中

小・ベンチャー企業」（いずれも 19.7％）、「国研究機関」（17.7％）となっている。  

 

 

 

  

大学

公設試験
研究機関

産業支援
機関

大企業

中小・ベンチ
ャー企業

国
研究機関

インキュベ
ータ※

技術移転
機関

その他

73.2 

20.7 

20.7 

19.7 

19.7 

17.7 

4.5 

2.5 

8.6 

0.0 50.0 100.0 (%)

n=198
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（５）外部連携をしたことが無い理由 

外部連携をしたことがない理由については、「必要性を感じない」（57.6％）が最多で、

次いで「相手先を見つける情報・人脈・方法がない」（20.4％）、「外部連携に関する手続き

がわからない・煩雑」（14.9％）、「人材不足」（11.3％）と続いている。 

 

 

７. 人材の確保について 

（１）定期的な新規採用実施の有無 

定期的な新規採用実施については、「必要に応じて採用している」（50.7％）が最多で、

次いで「実施していない」（33.5％）、「毎年、定期的に実施している」（12.6％）と続いて

いる。 

 

 

必要性を感じない

相手先を見つける情報・人脈・方法がない

外部連携に関する手続きがわからない・煩雑

人材不足

相応しい相手先がいない

敷居が高いイメージある

.資金不足

技術不足

行政等のマッチング機能が不十分

自社情報の流出リスク

その他

57.6 

20.4 

14.9 

11.3 

10.7 

8.8 

8.6 

6.1 

4.5 

3.1 

4.9 

0.0 50.0 100.0 (%)

n=839
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（４）新規採用者の募集方法 

新規採用者の募集方法については、「ハローワーク等への求人依頼」（73.9％）が最多で、

次いで「知人等の紹介」（42.1％）、「学校・大学等の就職課等の紹介」（26.4％）、「新聞広

告、就職情報紙等への掲載」（26.2％）と続いた。  

 

（５）募集方法の効果 

 それぞれの募集方法の効果について、「高い」の割合が最も高かったのは、「自社主催の

説明会」（67.6％）、「学校・大学等の先生（研究室）の紹介」（56.6％）、「知人等の紹介」

（56.5％）、「アルバイトからの採用」（55.1％）、「学校・大学等の就職課等の紹介」（51.7％）、

「その他」（51.2％）、「大学等・教育機関主催の企業説明会への参加」（47.3％）、「就職支

援会社等主催の合同企業説明会」（43.2％）であった。  

 「低い」の割合が最も高かったのは、「ハローワーク等への求人依頼」（46.5％）、「新聞

広告、就職情報紙等への掲載」（46.2％）、「自社ＷＥＢサイトの活用」（45.2％）、「民間の

就職情報サイトへの掲載」（41.4％）、「インターンシップを通じた採用」（40.3％）であっ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

ハローワーク等への求人依頼

知人等の紹介

学校・大学等の就職課等の紹介

新聞広告、就職情報紙等への掲載

自社ＷＥＢサイトの活用

民間の就職情報サイトへの掲載

アルバイト等からの採用

学校・大学等の先生（研究室）の紹介

就職支援会社等主催の合同企業説明会

自社主催の説明会

大学等・教育機関主催の企業説明会への参加

インターンシップを通じた採用

その他

73.9 

42.1 

26.4 

26.2 

22.4 

22.1 

13.9 

8.5 

8.5 

7.9 

7.9 

7.5 

6.0 

0.0 50.0 100.0 (%)

n=992
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付属資料 

調査票 
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